
近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述

―
―

フ
ラ
ン
ス

「
国
民
」
の
起
源
問
題
を
中
心
に
―
―

可Ｒ

Ｆ

は

じ

め

に

フ
ラ
ン
ス
史
学
史
の
観
点
か
ら
近
世

（
一
六
―

一
八
世
紀
）
の
歴
史
学
の
流
れ
を
眺
め
る
と
、
い
く
つ
か
の
特
色
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、　
エ
ハ
世
紀
の
ユ
マ
ニ
ス
ム
運
動
の
一
環
と
し
て
の

「考
証
研
究

（ｏ、日

いヽき
い
と

の
進
展
や
、　
一
七
世
紀
後
半

の
マ
ビ
ヨ
ン
の

「古
文
書
学

（Ｑ置
ｏ
日
”Ｉ
ｃｏと

の
確
立
に
よ
り
、
近
代
歴
史
学
の
方
法
論
に
つ
な
が
る
基
礎
が
築
か
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
と
の
関
連
で
は
、　
三
ハ
世
紀
中
葉
以
降
、
国
王
の
傍
ら
に

「
フ
ラ
ン
ス
修
史
官
」
と

「国
王
修
史
官
」
と
い
う
官
職
が
創
設
さ

（２
）

れ
、
王
権
に
奉
仕
す
る
歴
史
家
の
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
た
。
彼
ら
の
任
務
は
、
中
世
の

「
フ
ラ
ン
ス
大
年
代
記
」
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲

し
て
、
王
家
を
中
心
と
し
た
通
史
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る

「
フ
ラ
ン
ス
全
史

曾
【∽●
８

８

「
【”・
ｏｐ
〓
∽０
８
∽
ｏ
は●
ｏ、邑
①∽と

を
記
述
す
る

こ
と
に
あ

っ
た
が
、
初
代
の
パ
シ
ャ
ル
以
後
、　
三
ハ
世
紀
で
は
オ
ト
マ
ン
、
ベ
ル
フ
オ
レ
ス
ト
、
デ
ュ
ｏ
ア
イ
ヤ
ン
、
ヴ
イ
ニ
エ
な
ど
、

一
七
世
紀
で
は
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
、
デ
ュ
プ
レ
ク
ス
、
メ
ズ
レ
ー
、
コ
ル
ド
モ
ワ
な
ど
著
名
な
歴
史
家
が
任
命
さ
れ
て
お
り
、
通
史
と
し
て
の

フ
ラ
ン
ス
史
の
構
築
に
か
け
る
王
権
の
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
煩
雑
な
文
書
行
政
が
進
行
す
る
な
か
、

五
一

'可

雄

良Б



近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述

王
権
の
側
で
は
、
公
文
書
の
蒐
集
や
分
類
、
収
集
さ
れ
た
文
書
の
真
贋
の
判
別
、

史
家
に
期
待
し
て
も
い
た
。

マ
ビ
ヨ
ン
が
定
立
し
た

「古
文
書
学
」
に
し
て
も
、

プ
ラ
テ
ィ
ク
な
要
請
に
応
え
た
面
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、

（
３
）

こ
ろ
で
あ
る
。

も
う
ひ
と

つ
は
、
歴
史
の
対
象
領
域
の
拡
大
で
あ
る
。
中
世
に
も
多
く
の
歴
史
家
が
存
在
し
、
年
代
記
、
教
会
史
、
都
市
史
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
わ
た

つ
て
歴
史
書
が
綴
ら
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、
「考
証
研
究
」
の
勃
興
に
よ
り
、
記
述
内
容
の
信
憑
性
が
問
わ
れ
る

に
つ
れ
て
、
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
の
歴
史
書
は
徐
々
に
姿
を
消
す
定
め
に
あ
る
。
そ
れ
に
代
わ

っ
て
新
し
い
歴
史
書
は
、
そ
の
時
代
の
ポ

レ
ミ
ク
な
問
題
意
識
を
投
影
し
て
、
同
時
代
史
や
通
史
が
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
な
か
で
は
、
宗
教
改
革
以
来
の

カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
や
、
君
主
政
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
議
論
が
相
変
わ
ら
ず
幅
を
き
か
せ
て
い

る
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的
な
法
、
慣
習
、
言
語
な
ど

（＝
「ガ
リ
ア
の
慣
習

（〓
Я

ｏ
”】汗
ｃ
∽と

と
呼
ば
れ
る
）

が
注
目
を
集
め
、
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
古
い
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
史
に
関
心
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な

っ
だ
。
こ
の
よ
う
な
状

況
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
理
想
化
さ
れ
て
き
た
ギ
リ
シ
ア

・
ロ
ー
マ
の
古
典
古
代
の
世
界
に
対
抗
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
固
有
の
歴
史
的
過
程
を

回
顧
し
、
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。

も

っ
と
も
、
上
述
し
た
近
世
の
歴
史
学
が
、
近
代
歴
史
学
の
成
立
に
向
け
て
順
調
な
歩
み
を
辿

っ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
こ
と
も
強
調

し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
ビ
ジ

エ
ー
ル
と
ヴ

ェ
シ
エ
ー
ル
の

『史
学
史
』
は
、
こ
の
時
期
の
歴
史
学
の
動
き
を
、

「歴
史
学
革
命
」
と
し
て
の

一
六
世
紀
、
「歴
史
学
の
停
滞
」
と
し
て
の

一
七
世
紀
、
「歴
史
学
の
再
生
」
と
し
て
の

一
人
世
紀
に
三
区
分

し
、　
一
七
世
紀
に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
位
置
づ
け
し
か
与
え
て
い
な
唾
。
な
か
ん
ず
く

一
七
世
紀
の
歴
史
学
は
深
刻
な
危
機
に
陥

っ
た
と
い

わ
れ
る
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
歴
史
学
が
キ
リ
ス
ト
教
の
も

つ
神
話
的
で
、
摂
理

・
終
末
論
的
な
歴
史
観
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
ま
た
、

五
二

正
確
な
読
解
、
年
代
決
定
な
ど
の
仕
事
を
専
門
的
な
歴

歴
史
学
の
自
生
的
な
発
展
と
い
う
以
上
に
、
王
権
側
の

バ
レ
＝
ク
リ
ジ

エ
ル
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
と



中
世
後
半
以
降
、
伸
長
し
つ
つ
あ
る
王
権
の
要
請
に
応
え
て
、
君
主
政
の
偉
大
さ
や
栄
光
を

「物
語
る
」
役
割
を
担

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、　
一
七
世
紀
の

「知
」
を
代
表
す
る
デ
カ
ル
ト
学
派
が
歴
史
学

へ
の
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実

で
、
前
川
貞
次
郎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
客
観
的
な
事
実
と
物
語
的
な
寓
話
を
混
同
し
、
真
理
の
探
究
と
い
う
大
き
な
目
標
を
見
失

っ

た
歴
史
学
は
文
学
や
修
辞
学
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か

っ
だ
。
史
家
レ
イ
ナ
ム
は
、
歴
史
研
究
に
不
可
欠
な
批
判
的
精
神
を
欠
き
、
君

主
を
称
え
る
こ
と
に
熱
中
し
た
高
名
な
歴
史
家
た
ち
を

「著
述
家

↑
ｏ【”≦
”じ
」
と
呼
び
、
国
王
に
奉
仕
す
る

「栄
光
の
芸
術
家

↑
詳
”∽営

Ｒ
咀
ｏ
崚
と

と
も
形
容
し
て
、
歴
史
学
の
歩
み
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
た
と
断
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
近
世
前
半
に
あ
た
る

一
六
―

一
七
世
紀
は
大
き
な
転
換
期
で
あ
り
、
歴
史
学
の
停
滞
と
い
う
状
況
は
あ

っ
た
に

せ
よ
、
中
世
伝
来
の
個
々
の
社
会
集
団
の
利
益
や
主
張
を
超
え
た
、
よ
り
包
括
的
で
普
遍
的
な
視
点
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
王
国
史
や
民
族
史

を
発
想
し
た
と
こ
ろ
に
時
代
と
し
て
の
新
味
が
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
歴
史
書
や
、
そ
れ

を
記
述
し
た
歴
史
家
に
焦
点
を
あ
て
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
の
起
源
が
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
か
、
そ
れ
を
め
ぐ

っ
て
ど
の
よ
う
な
論
争

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
か
に
絞

っ
て
考
察
し
、
近
世
前
半
期
に
歴
史
学
が
抱
え
て
い
た
歴
史
意
識
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

フ
ラ
ン
ス

「国
民
」
の
起
源
問
題

近
世
前
半
の
歴
史
家
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
起
源
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。　
一
般
に
フ
ラ
ン
ス
史
は
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
、

カ
ロ
リ
ン
グ
、
カ
ペ
の
三
王
朝
の
歴
代
国
王
の
事
績
と
王
朝
の
交
代
劇
を
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
に
叙
述
す
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
、
メ
ロ

ヴ
イ
ン
グ
王
朝
以
前
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ロ
イ
ア
起
源
伝
承
を
簡
単
に
紹
介
す
る
に
留
ま

っ
て
い
た
。
そ
こ
に
疑
問

を
投
げ
か
け
た
の
が
、
「考
証
研
究
」
を
も
と
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
古
い
法
、
慣
習
、
言
語
な
ど
の
解
明
を
体
系
的
に
推
し
進
め
た
主
に
法

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述

五
四

学
者
に
よ
る
研
究
で
あ
る
。　
王
ハ
世
紀
に
は
、
ブ
ー
ル
ジ

ュ
、
ア
ン
ジ

ェ
、
ト
ゥ
ル
ー
ズ
な
ど
の
大
学
に
拠
点
が
形
成
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア

か
ら
や
っ
て
来
た
ア
ル
シ
ア
を
開
祖
と
し
、
キ
ュ
ジ
ャ
ス
、
ボ
ダ
ン
な
ど
著
名
な
法
学
者
を
輩
出
し
た
。
ま
た
、　
一
五
世
紀
末
か
ら
は
、

王
令
に
よ

っ
て
地
方
の
慣
習
法
が
組
織
的
に
編
集
さ
れ
て
い
つ
た
が
、
デ
ュ
ム
ー
ラ
ン

『パ
リ
慣
習
法
註
解
』
貧

五
三
五
―
五
二
年
）

を
は
じ
め
、
シ
ョ
パ
ン
、
ピ
ト
ゥ
、

コ
キ
ー
ユ
な
ど
の
法
学
者
に
よ
る
編
纂
事
業
が
着
実
に
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

「
ガ
リ
ア
の
慣
習
」
の
解
明
は
、
や
が
て
古
典
古
代
に
比
肩
す
べ
き
フ
ラ
ン
ス
の
慣
行
や
伝
統
の
存
在
と
い
う
認
識
を
促
す
こ
と
と
な

っ

た
が
、
あ
わ
せ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
ロ
ー
マ
の
支
配
以
前
に
輝
か
し
い
過
去
を
も

っ
た
時
代
が
あ

っ
た
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
き

っ
か
け

と
も
な

っ
た
。
古
代
ガ
リ
ア
、
ケ
ル
ト
世
界
の
発
見
で
あ
る
。

事
実
、
フ
ラ
ン
ス
史
を
叙
述
す
る
に
あ
た

っ
て
、
ガ
リ
ア
の
問
題
は
大
き
な
政
治
的
波
紋
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。　
王
ハ
世
紀
で
み

る
と
、
と
く
に
宗
教
戦
争
が
激
化
す
る
に
つ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
急
進
派
や
カ
ト
リ
ッ
ク

・
リ
ー
グ
派
に
属
す
る
反
王
権
論
者
は
、
古

い
ガ
リ
ア
の
制
度
、
風
習
、
文
化
に
高

い
評
価
を
与
え
た
。
た
と
え
ば
、
ガ
リ
ア
の
人
民
が
す
べ
て
集

っ
た

「
五
月
の
集
会
」
は
ま
さ
し

く
全
国
三
部
会
の
淵
源
で
あ
る
と
か
、
新
し
い
王
を
盾
の
上
に
乗
せ
て
場
内
を
め
ぐ
る
推
戴
の
儀
礼
は
国
王
の
即
位
に
人
民
の
同
意
を
必

要
と
し
た
こ
と
の
証
で
あ
る
と

い
っ
た
議
論
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ガ
リ
ア
の
統
治
形
態
は
、
貴
族

・
聖
職
者

・
賢
者
に
よ
る

「徳

治
」
や

「共
和
」
と
し
て
理
想
化
さ
れ
、
礼
賛
の
対
象
と
な

っ
た
。
ド
ル
イ
ド
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
親
近
性
や
、
ケ
ル
ト
語
と
ギ
リ
シ
ア

語
と
の
類
似
性
に
言
及
す
る
場
合
に
は
、
ガ
リ
ア
の
人
民
が
野
蛮
人
で
も
邪
宗
の
教
徒
で
も
な
く
、
む
し
ろ
知
的
で
敬
虔
な

「擬
似
キ
リ

ス
ト
教
」
文
化
を
享
受
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
反
王
権
論
者
は
、
ガ
リ
ア
の
遺
制
の
称
揚
と
い
う
形
を
と

っ
て
、
国
王
の
専
制

政
治
や
、
場
合
に
よ

っ
て
は
君
主
政
そ
の
も
の
へ
の
反
発
を
表
明
し
、
国
王
と
人
民
と
の
あ
い
だ
に
あ

っ
た
は
ず
の
麗
し
い
協
調
関
係
の

復
興
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
王
権
論
者
は
、
君
主
政
の
原
理
に
な
じ
ま
な
い
古
代
ガ
リ
ア
を
ほ
ぼ
考
慮
の
外
に
お
こ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
対
外
的
な
面



で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
意
識
が
次
第
に
失
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
戦
争

（
一
四
九
四
―

一
五
五
九
年
）
の
よ

う
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
王
が
ド
イ
ツ
皇
帝
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
覇
権
を
め
ぐ
っ
て
抗
争
を
始
め
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と

（ｎ
）

は
異
な
る
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
の
源
泉
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
の
領
有
権
を
主
張
す

る
場
合
に
は
、
シ
ヤ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
や
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
以
前
の
過
去
に
遡

っ
て
、
支
配
の
正
統
性
の
根
拠
が
説
明
さ
れ
る
必
要
が
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
内
的
な
面
で
も
、
お
よ
そ

一
六
世
紀
頃
を
境
に
フ
ラ
ン
ス
王
国
と
い
う
領
域
観
念

（あ
え
て
い
え
ば

「国
土
し

が
力
を
得
て
く
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
史
を
王
家
の
歴
史
だ
け
で
済
ま
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
領
域
内
に
住
む

人
び
と
を
も
視
野
に
入
れ
た
歴
史
、
す
な
わ
ち
、
原
初
的
な
段
階
で
は
あ

つ
て
も
、
「国
民

↑
”Ｌ
８
と

の
歴
史
を
描
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
修
史
官
」
や

「国
王
修
史
官
」
が

一
六
世
紀
中
葉
に
新
設
さ
れ
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。

歴
史
に
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
な
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
カ
ト
リ
ー
ヌ

・
ド

・
メ
デ
ィ
シ
ス
は
、
政
治
問
題
の
助
言
者
と
し
て
の
歴
史
家
を
頼

（‐２
）

り

に
し

て

い
た

。

こ
う
し
て
、
王
権
論
者
に
と
っ
て
も
、
古
代
ガ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
の
起
源
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
彼
ら
に

は
、
古
代
ガ
リ
ア
に
匹
敵
し
う
る
、
伝
家
の
宝
刀
と
も
い
う
べ
き
も
う
ひ
と
つ
の
起
源
論
が
準
備
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が

「
フ
ラ
ン
ス
＝

ト
ロ
イ
ア
起
源
」
説
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
一
六
世
紀
の

「考
証
研
究
」
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
す
で
に
中
世
初
期
か
ら

国
王
の
周
辺
で
伝
承
さ
れ
た
建
国
物
語
で
あ
っ
た
。

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述

五
五
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一
一　
フ
ラ
ン
ス

「
国
民
」
の
起
源
を
め
ぐ

っ
て

―
―
「
フ
ラ
ン
ス
＝
ト
ロ
イ
ア
起
源
」
説
の
展
開
―
―

フ
ラ
ン
ス
人

（と
い
う
よ
り
も
、
フ
ラ
ン
ク
人
と
い
っ
た
方
が
適
切
で
あ
る
）
の
ト
ロ
イ
ア
起
源
説
は
、
中
世
初
期
の
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ

王
朝
時
代
に
始
ま
る
。
七
世
紀
の
フ
レ
デ
ガ
リ
ウ
ス
の

『
フ
ラ
ン
ク
史
」
に
よ
れ
ば
、
ト
ロ
イ
ア
の
勇
士
ア
エ
ネ
ア
ス
と
も
因
縁
の
深
い

ヘ
ク
ト
ル
の
息
子
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
ス

（
フ
ラ
ン
シ
オ
ン
と
も

い
う
）
が
、
ト
ロ
イ
ア
の
陥
落
の
と
き
、
城
外
に
脱
出
し
て
ラ
イ
ン
河
の

方
面
に
王
国
を
建
設
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
ス
が
フ
ラ
ン
ク
の
名
の
起
源
で
あ
る
。
ま
た
、
八
世
紀
に
記
さ
れ
た

『
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
歴
史
』

に
よ
れ
ば
、
ト
ロ
イ
ア
の
落
城
で
逃
れ
た
人
び
と
が
シ
カ
ン
ブ
リ
ア

（パ
ン
ノ
ニ
ア
）
に
王
国
を
つ
く
り
、
の
ち
に
ア
ラ
ン
族
の
討
伐
の

た
め
に
ロ
ー
マ
皇
帝
ヴ

ア
レ
ン
テ
イ
ニ
ア
ヌ
ス
と
同
盟
を
結
ん
だ
も
の
の
、
や
が
て
ロ
ー
マ
の
圧
政
に
抵
抗
し
て
ゲ
ル
マ
ニ
ア
に
脱
出

し
、
フ
ラ
ン
ク
の
基
礎
を
築

い
た
。
フ
ラ
ン
ク
の
名
は
、
ロ
ー
マ
皇
帝
か
ら

一
〇
年
間
免
税
の
特
権
を
与
え
ら
れ
た
こ
と

（
フ
ラ
ン
ク
＝

自
由
人
）
に
因
ん
で
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
物
語
が
す
で
に
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
朝
時
代
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
は
驚
き
で
あ
る
が
、
ボ

ー
ヌ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
新
興
の
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
朝
に
と

っ
て
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
威
信
を
誇
示
す
る
た
め
に
も
、
今
は
な
き
ロ
ー
マ

帝
国
領
を
継
承
す
る
正
統
性
を
喧
伝
す
る
意
味
か
ら
も
、
こ
の
伝
承
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
だ

っ
た
。
ヴ

エ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の

『
ア
エ
ネ
イ

ス
』
が
ロ
ー
マ
建
国
の
物
語
を
も

っ
と
も
由
緒
正
し
い
ギ
リ
シ
ア
神
話
か
ら
借
用
し
て
い
る
以
上
、
ロ
ー
マ
の
傍
系
を
自
認
す
る
フ
ラ
ン

ク
王
国
も
、
ア
エ
ネ
ア
ス
と

つ
な
が
り
を
も

つ
こ
と
は
都
合
が
よ
か

っ
た
。

こ
の
素
朴
な
ト
ロ
イ
ア
起
源
神
話
を
、
よ
り
真
実
味
を
帯
び
た
形
で
流
布
さ
せ
た
の
は
、　
〓
一一―

一
五
世
紀
の

「
フ
ラ
ン
ス
大
年
代

記
」
と
呼
ば
れ
る

一
群
の
歴
史
書
で
あ
る
。
史
家
グ
ネ
は
、
こ
の
年
代
記
成
立
の
背
後
に
、
当
時
の
カ
ペ
王
家
と
関
係
の
深
い
フ
ル
ー
リ



修
道
院

（現
サ
ン

・
ブ
ノ
ワ

ｏ
シ
ュ
ー
ル

・
ロ
ワ
ー
ル
修
道
院
）
、
つ
い
で
サ
ン

・
ド
ニ
修
道
院
の
策
謀
を
見
出
し
て
い
範
。
カ
ペ
王
家

と
密
接
な

つ
な
が
り
を
も

つ
こ
れ
ら
の
修
道
院
は
、
公
式
の
フ
ラ
ン
ス
王
朝
史
の
編
纂
を
通
し
て
王
家
の
手
厚
い
庇
護
を
期
待
し
て
い

た
。
王
権
に
と

っ
て
も
、
有
力
な
修
道
院
の
支
援
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
王
家
の
聖
性
を

一
段
と
高
め
る
も
の
だ

っ
た
。
そ
の
際
、　
三
二

世
紀
末
の
歴
史
家
リ
ゴ
ー
ル
や
プ
リ
マ
に
よ
つ
て
ト
ロ
イ
ア
起
源
論
の
骨
格
が
固
ま

っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
味
を
も

つ
が
ど

第

一
に
、

ト
ロ
イ
ア
王
の
プ
リ
ア
モ
ス
か
ら
ヘ
ク
ト
ル
を
経
て
フ
ラ
ン
ク
ス
ヘ
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ク
の
諸
王
に
い
た
る
四
〇
代
に
及
ぶ
系
譜
が
提
示

さ
れ
た
。
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
最
初
の
王
と
さ
れ
る
フ
ァ
ラ
モ
ン
が
サ
リ
カ
法
を
制
定
し
た
と
い
う
伝
説
が
成
立
し
た
。
第
三

に
、
フ
ア
ラ
モ
ン
か
ら
四
代
後
、
正
式
に
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
王
と
認
め
ら
れ
る
ク
ロ
ー
ヴ
イ
ス
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
伝
承
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
が
神
か
ら
選
ば
れ
た
と
い
う
正
統
性
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
り
、　
一
五
世
紀
後
半
の
歴
史
家
ジ
ル
や
ガ
ガ

ン
の
年
代
記
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
江
川
温
氏
に
よ
れ
ば
、
サ
ン

・
ド
ニ
修
道
院
が
聖
人
崇
敬
と
し
て
推
進
し
た
サ
ン

・
ド
ニ
信
仰

の
及
ん
だ
地
域
は
北
フ
ラ
ン
ス
に
留
ま

っ
て
、
南
フ
ラ
ン
ス
に
は
広
が
ら
な
か

っ
が
に

サ
ン

・
ド
ニ
修
道
院
の
影
響
力
に
も
、
王
権
の
浸

透
力
に
も
限
界
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
大
き
く
変
え
た
の
が
、　
三
ハ
世
紀
初
頭
の
ル
メ
ー
ル

・
ド

・
ベ
ル
ジ
ュ

（以
下
、
ル
メ
ー
ル
と
略
記
）
の
著
作

『ガ

リ
ア
の
顕
揚
と
ト
ロ
イ
ア
の
不
思
議
』
貧

五

一
一
―

一
三
年
）
で
あ

っ
た
。　
一
五
世
紀
後
半
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
の
宮
廷
に
出
入
り
し

た
詩
人
で
、
王
妃
ア
ン
ヌ

・
ド

・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
付
き
の
修
史
官
と
し
て
も
活
躍
し
た
ル
メ
ー
ル
の
こ
の
書
物
は
、
従
来
の
ト
ロ
イ
ア
起

源
説
に
聖
書
研
究
と
ガ
リ
ア
研
究
の
成
果
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
集
大
成
し
た
も
の
で
、
当
時
の
宮
廷
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し

た
。ア

ッ
シ
ャ
ー
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
ル
メ
ー
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ロ
イ
ア
起
源
論
を
並
列
的
に
用
い
て
い
コ
ご

そ
の
ひ
と
つ
は
、
ガ
リ
ア

の
歴
史
を

『旧
約
聖
書
』
の
い
わ
ゆ
る
ノ
ア
の
洪
水
と
関
連
づ
け
た
も
の
で
、
大
洪
水
の
あ
と
、
ノ
ア
の
第
三
子
ヤ
ペ
テ
の
第
四
子
サ
モ

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述

五
七
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テ
は
、
流
浪
の
あ
げ
く
ガ
リ
ア
の
地
に
や
っ
て
き
て
、
ガ
リ
ア
を
建
国
し
た
。
や
が
て
ガ
リ
ア
は
繁
栄
し
、
人
口
も
増
え
た
の
で
、
王
族

の

一
部
の
人
び
と
は
ギ
リ
シ
ア
に
植
民
活
動
を
お
こ
な

っ
て
ト
ロ
イ
ア
を
建
設
す
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
ト
ロ
イ
ア

戦
争
が
勃
発
し
、
ヘ
ク
ト
ル
の
子
フ
ラ
ン
ク
ス
は
落
城
寸
前
の
ト
ロ
イ
ア
か
ら
脱
出
し
て
ガ
リ
ア
に
舞
い
戻

っ
た
。　
一
部
の
ト
ロ
イ
ア
人

は
シ
カ
ン
ブ
リ
ア
に
踏
み
と
ど
ま

っ
て
王
国
を
建
設
し
た
が
、
ロ
ー
マ
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ウ
ス
の
好
意
で
ゲ
ル
マ
ニ
ア
に
移
住
し
、
つ
い

に
ガ
リ
ア
に
戻

っ
て
、
す
べ
て
の
ガ
リ
ア
人
が
合
流
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ガ
リ
ア
起
源
論
と
も
い
う

べ
き
解
釈
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
方
面
に
遠
征
し
た
ヘ
ラ
ク
レ
ス
は
、
よ
う
や
く
ガ
リ
ア
に
辿
り
着
き
、
美
し
い
ガ
リ
ア
の
王
女
で
あ
る
ガ

ラ
テ
ア
を
見
初
め
て
結
婚
し
た
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
息
子
ガ
ラ
テ
ス
が
ガ
リ
ア
の
由
来
と
さ
れ
る
。
や
が
て
ガ
リ
ア
は
繁
栄
し
、
小
ア

ジ
ア
の
ト
ロ
イ
ア
に
ま
で
領
域
を
広
げ
た
。
ガ
リ
ア
の
王
ヤ
シ
ウ
ス

ｏ
ヤ
ニ
ゲ
ナ
と
ト
ロ
イ
ア
の
創
始
者
ダ
ル
ダ
ヌ
ス
は
兄
弟
で
あ
る
と

い
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
も
ト
ロ
イ
ア
落
城
の
悲
劇
に
よ
り
、
ヘ
ク
ト
ル
の
子
フ
ラ
ン
ク
ス
は
シ
カ
ン
ブ
リ
ア
を
経
て
ガ
リ
ア
に
帰
還

し
、
ガ
リ
ア
の
王
と
な

っ
た
。
こ
の
と
き
、
ト
ロ
イ
ア
王
プ
リ
ア
モ
ス
の

一
族
も
こ
の
方
面
に
移
住
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー

・
ガ
リ
ア
の
王
と

な

っ
た
。
こ
れ
が
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
朝
の
宮
宰
ピ
ピ

ン
や
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
家
系

（カ
ロ
リ
ン
グ
家
）
の
祖
先
で
あ
る
と
い
う
。

ル
メ
ー
ル
の
ト
ロ
イ
ア
起
源
説
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
、
前
述
し
た

「
フ
ラ
ン
ス
大
年
代
記
」
の
基
礎
と
な

っ
て
い
た

「
フ
ラ
ン
ス
王

家
＝
ト
ロ
イ
ア
人
」
起
源
説
を
ふ
ま
え

つ
つ
も
、
ガ
リ
ア
ヘ
の
強
い
思
い
入
れ
か
ら
、
「
フ
ラ
ン
ス
王
家
＝
ガ
リ
ア
人
」
起
源
説

へ
と

つ

な
ぎ
変
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
王
家
の
祖
先
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
人
は
、
ト
ロ
イ
ア
か
ら
流
浪
し
て
き
た
民
族
な
ど
で
は

な
く
、
初
発
か
ら
ガ
リ
ア
の
地
に
居
住
し
て
い
た
誇
り
高
い
民
族
だ

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、　
三
ハ
世
紀
の

「考
証
研
究
」
以

前
に
細
々
と
続
け
ら
れ
て
い
た
ガ
リ
ア
研
究
の
成
果
を
逸
早
く
取
り
入
れ
た
、
大
胆
で
気
宇
壮
大
な
民
族
の
物
語
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、

王
家
の
血
筋
を
よ
り
高
貴
な
も
の
と
す
る
た
め
、
ル
メ
ー
ル
は
、
王
家
の
起
源
を

『創
世
記
』
に
登
場
す
る
ヤ
ペ
テ
を
介
し
て
ノ
ア
に
ま

で
遡
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
逆
に
い
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
王
家
は
大
洪
水
で
生
き
残

っ
た
神
聖
な
家
族
の
子
孫
、
ダ
ヴ
ィ
デ
王
の

一
族
と
い
う



こ
と
に
な
る
。
な
お
、
ル
メ
ー
ル
が
掲
げ
る
歴
代
国
王
は
四
〇
代
ほ
ど
で
、
初
代
は
ヤ
ペ
テ
の
子
の
サ
モ
テ
で
、
ト
ロ
イ
ア
か
ら
帰
還
し

た
フ
ラ
ン
ク
ス
は
二
三
代
目
に
あ
た
る
。
『創
世
記
』
に
は
ヤ
ペ
テ
の
子
供
の
名
が
七
人
記
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
モ
テ
の
名
は
見
当
た
ら

な
い

（ガ
リ
ア
研
究
者
の
多
く
は
、
サ
モ
テ
を
ゴ
メ
ル
に
比
定
し
て
い
る
）。
と
は
い
え
、
フ
ラ
ン
ス
王
家
の
家
系
を
聖
書
に
ま
で
つ
な

げ
よ
う
と
の
試
み
は
意
味
深
長
で
、
カ
ペ
王
家
の
尊
厳
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
王
家
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
の
王
は
も
と
よ
り
、
ロ
ー
マ
皇
帝
を
も
凌
い
で
、
ま
さ
し
く
世
界
に
君
臨
す
る
尊
い
血
筋
を
ひ
く
家
系
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
折

か
ら
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
は
ド
イ
ツ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
と

「帝
国
」
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
論
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た
の
で
、
ル
メ
ー
ル
の

（
２‐
）

こ
の
解
釈
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ

一
世
の
対
外
政
策
に
大
き
な
支
え
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
ル
メ
ー
ル
の
書
物
は
フ
ラ
ン
ス
の
宮
廷
で
こ
そ
称
賛
を
博
し
た
が
、
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
で
は
批
判
が
根
強
か

っ
た
。
そ
の
第

一
の
理
由
は
、
カ
ー
ル
五
世
が
そ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
優
越
論
に
嫌
悪
感
を
抱
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
す
で
に

一
五
世
紀
末
に
キ
ケ
ロ
の

書
物
が
知
ら
れ
、
タ
キ
ト
ウ
ス
の

『
グ
ル
マ
ニ
ア
』
が
発
見
さ
れ
て
、
古
代
グ
ル
マ
ン
人
の
状
況
を
解
明
す
る
糸
口
が
得
ら
れ
て
い
た
か

ら
で
も
あ
る
。
研
究
の
進
展
と
と
も
に
、
や
が
て
フ
ラ
ン
ク
人
は
グ
ル
マ
ン
人
の
子
孫
で
あ
る
と
す
る
学
説
が
有
力
と
な

っ
た
。　
一
五

一

四
年
、
ド
イ
ツ
の
古
典
学
者
ト
リ
テ
ミ
ヌ
ス
は
、
古
代
の
フ
ニ
バ
ル
ド
ウ
ス
の
書
物
を
発
見
し
、
そ
の
記
述
を
も
と
に
ト
ロ
イ
ア
の
陥
落

か
ら
ク
ロ
ー
ヴ
イ
ス
に
い
た
る
長
大
な
フ
ラ
ン
ク
人
の
歴
史
を
書
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
創
始
し
た
フ
ア
ラ
モ
ン
は

四
三
代
目
の
王
に
あ
た
る
。
次
い
で
、
同
じ
く
ド
イ
ツ
の
学
者
ベ
ア
ト
ウ
ス

・
レ
ナ
ヌ
ス
は
、
ト
リ
テ
ミ
ヌ
ス
に
よ
つ
て
発
見
さ
れ
た
フ

ニ
バ
ル
ド
ウ
ス
の
書
物
を
偽
書
と
断
定
す
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ク
人
は
紀
元
三
世
紀
以
前
に
は
歴
史
上
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い
こ

と
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ク
人
は
本
来
的
に
海
の
民
で
あ
り
、
グ
ル
マ
ン
語
を
話
す
こ
と
を
根
拠
に
、
フ
ラ
ン
ク
人
を
グ
ル
マ
ン
人
、
つ
ま
り

ド
イ
ツ
人
の
祖
先
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
犯
。

ル
メ
ー
ル
の
解
釈
に
否
定
的
な
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
学
説
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
に
は
届
か
な
か

っ
た
よ
う
で
あ

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述

五
九
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〇

る
。　
一
五
四
九
年
、
ア
ン
リ
ニ
世
が
ラ
ン
ス
で
の
聖
別
式
を
終
え
、
パ
リ
で

「
入
市
式
」
を
挙
行
し
た
と
き
、
国
王
を
歓
迎
し
て
パ
リ
市

内
の
各
所
に
設
置
さ
れ
た
ア
ー
チ
や
舞
台
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ガ
リ
ア
の
象
徴
物
が
展
示
さ
れ
た
。
パ
リ
市
の
儀
礼
面
で
の
正
門
に
あ
た

る
サ
ン

・
ド
ニ
門
に
は
、
前
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ

一
世
が
日
か
ら
出
す
鎖
で
国
民
を
象
徴
す
る
聖
職
者

・
貴
族

・
司
法
官

・
農
民
の
四
身
分
を

つ
な
ぎ
と
め
た
裸
体
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
像
で
図
像
化
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
な
じ
み
と
な
る

「
ガ
リ
ア
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
」
の
図

案
化
で
あ
る
。
深
ま
る
宗
教
対
立
の
緩
和
を
は
か

っ
て
、　
一
五
七

一
年
シ
ャ
ル
ル
九
世
を
称
え
た

「入
市
式
」
の
と
き
、
ガ
リ
ア
と
フ
ラ

ン
ク

（＝
フ
ラ
ン
ス
）
の
英
雄
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
ス
と
フ

ァ
ラ
モ
ン
、
ピ
ピ
ン
と
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
彫
像
が
制

作
さ
れ
た
。
国
王
と
パ
リ
市
民
と
の
協
調
関
係
を
示
す

「入
市
式
」
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も

一
六
世
紀
末
ま
で

神
秘
的
な
内
容
を
も

つ
歴
史
絵
巻
が
視
覚
的
に
も
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
と
て
も
示
唆
的
で
あ
る
。

一
五
三

一
年
に
刊
行
さ
れ
た
ブ
ー
シ
エ

『新
旧
の
家
系

図
』
の
挿
絵

（図
を
参
照
）
に
は
、
ト
ロ
イ
ア
の
陥
落
を

前
に
、
燃
え
さ
か
る
城
門
か
ら
落
ち
の
び
て
ゆ
く
三
つ
の

整
然
と
し
た
集
団
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
央
は
ア
エ
ネ
ア

ス
が
自
ら
率
い
る
本
隊
で
、
ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
物
語
の

と
お
リ
イ
タ
リ
ア
を
目
指
す
。
向
か
っ
て
左
側
に
は
フ
ラ

ン
ク
ス
が
率
い
る

一
隊
が
あ
る
。
こ
れ
が
遠
路
ガ
リ
ア
に

トロイアから脱出する人びと

(出 典)Ro E.Asher,η o θj′。,p.20。



向
か
う
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
向
か

っ
て
右
側
に
は
ア
ン
テ
ノ
ー
ル
の

一
隊
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
北
イ
タ
リ
ア
を
目
指
す
。
ア
ン

テ
ノ
ー
ル
は
北
イ
タ
リ
ア
の
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
や
パ
ド
ヴ
ア
を
建
設
し
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
後
世
の
イ
ギ
リ
ス
で

も
、
ト
ロ
イ
ア
起
源
説
に
あ
や
か

つ
て
、
ト
ロ
イ
ア
か
ら
脱
出
し
た
ブ
ル
ト
ウ
ス
が
海
を
渡

っ
て
ブ
リ
タ
ニ
ア
を
建
国
し
た
と
い
う
伝
説

が
創
出
さ
れ
た
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ト
ロ
イ
ア
起
源
説
に
対
す
る
批
判
が
フ
ラ
ン
ス
で
本
格
化
す
る
の
は

一
六
世
紀
後
半
で
あ
る
。
そ

の
間
、
宮
廷
だ
け
で
な
く
、　
一
般
に
も
広
く
ト
ロ
イ
ア
起
源
説
が
支
持
を
集
め
て
い
た
の
は
、
そ
の
学
問
的
な
信
憑
性
と
は
別
に
、
初
期

的
と
は
い
え
、
さ
し
あ
た

つ
て
王
家
を
中
心
に
据
え
る

「国
家
」
や

「国
民
」
の
意
識
が
息
吹
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。　
王
ハ
世
紀
に

は
、
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
が
強
く
刺
激
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〓
一

「
フ
ラ
ン
ス
＝
ト
ロ
イ
ア
起
源
」
説
へ
の
懐
疑
論

さ
て
、　
三
ハ
世
紀
も
半
ば
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ
の

「
フ
ラ
ン
ク
人
＝
ゲ
ル
マ
ン
人
」
学
説
が
フ
ラ
ン
ス
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

む
し
ろ
支
配
的
と
な

っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
で
ト
ロ
イ
ア
起
源
説
が
命
脈
を
保

っ
た
の
は
、
レ
ナ
ヌ
ス
説
を
認
め
た
場

合
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
祖
先
が
グ
ル
マ
ン
人

（ひ
い
て
は
ド
イ
ツ
人
）
と
な
り
、
ガ
リ
ア
は
フ
ラ
ン
ク
人
に
征
服
さ
れ
た
こ
と
に
な

っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
名
誉
が
大
幅
に
損
な
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
王
権
に
と

っ
て
も
、
王
家
が
征
服
民
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
国
民
統

合
の
見
地
か
ら
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
歴
史
家
の
な
か
に
は
、
フ
ラ
ン
ク
人
に
よ
る
ガ
リ
ア
征
服
以
前

に
、
す
で
に
ガ
リ
ア
人
が
ラ
イ
ン
河
を
超
え
て
東
方
に
植
民
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
つ
ま
り
、
元
来
フ
ラ
ン
ク
人
は
ガ
リ
ア
人
の

一
部

族
で
あ

っ
て
、
再
び
故
郷
の
ガ
リ
ア
に
帰
還
し
た
の
だ
と
い
う
苦
し
い
解
釈
を
試
み
る
も
の
が
あ

っ
た
。
ガ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ク
の
両
民
族

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述
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一
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の
伝
承
を
調
整

ｏ
折
哀
さ
せ
よ
う
い
う
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
こ
の
解
釈
は
、
そ
の
時
期
の
ガ
リ
ア
研
究
の
成
果
と
符
号
す
る
面
は
あ

つ
た
。
カ
エ
サ
ル
に
よ
る
征
服
以
前
に
、
ガ
リ
ア
の
地
に
住
ん
で
い
た
ガ
リ
ア

（ケ
ル
ト
）
民
族
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た

か
ら
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
帰
化
し
た
ポ
ー
ル

・
エ
ミ
リ
の

『ガ
リ
ア
の
古
代
に
つ
い
て
』
２

五
二
〇
年
頃
）
を
は
じ
め
、
ギ
ヨ
ー

ム

・
ド

・
ベ
レ
ー

『古
代
ガ
リ
ア
概
要
』
貧

五
五
六
年
）
、
ポ
ス
テ
ル

『洪
水
以
後
の
記
憶
す
べ
き
歴
史
』
貧

五
五
二
年
）
な
ど
に
よ

れ
ば
、
太
古
の
時
代

（お
そ
ら
く
紀
元
前

一
〇
世
紀
よ
り
も
は
る
か
前
）
、
ケ
ル
ト
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
遍
歴
し
た
民
族
だ

っ
た
。

ガ
リ
ア
は
そ
の
ひ
と
つ
の
枢
要
な
拠
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
繁
栄
の

一
方
で
、
人
口
増
加
に
よ

っ
て
苦
し
ん
だ
た
め
、
彼
ら
は
鍍
引
き
を

お
こ
な
い
、
シ
ゴ
ヴ

エ
ズ
と
ベ
ロ
ヴ
ェ
ズ
と
い
う
隊
長
が
そ
れ
ぞ
れ

一
団
を
率
い
て
ゲ
ル
マ
ニ
ア
と
イ
タ
リ
ア
の
方
面
に
植
民
活
動
を
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
う
ち
、
ト
ロ
イ
ア
を
築

い
た
前
者
の
人
び
と
は
、　
一
時
ギ
リ
シ
ア
を
支
配
す
る
ほ
ど
の
勢
い
を
示
し
た
。
ま

た
、
北
イ
タ
リ
ア
に
移
動
し
た
後
者
の
人
び
と
の
う
ち
、
紀
元
前
四
世
紀
の
族
長
ブ
レ
ヌ
ス
の
軍
団
は
、
ロ
ー
マ
市
内
に
侵
入
し
て
、
ロ

ー
マ
か
ら
莫
大
な
身
代
金
を
せ
し
め
た
。
ケ
ル
ト
人
の
来
寇
に
苦
し
ん
だ
ロ
ー
マ
が
危
機
を
脱
し
た
の
は
、
ポ
エ
ニ
戦
争
で
ハ
ン
ニ
バ
ル

に
味
方
し
た
ケ
ル
ト
人
が
ロ
ー
マ
軍
に
大
敗
を
喫
し
た
紀
元
前
一
一―
三
世
紀
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
ロ
ー
マ
が
ガ
リ
ア
を

「
ア
ル
プ
ス
の
こ

ち

ら

側

の

ガ

リ

ア

（の
豊

●

２
■

「
一日

と

と

「
ア

ル

プ

ス

の
向

こ

う

側

の

ガ

リ

ア

（０
塾

Ｆ

〓
”
コ
■

一
一日

と

に

区

分

し

た

の
は

、

ガ

リ

ア

人
に
対
す
る
ロ
ー
マ
人
の
恐
怖
の
名
残
で
あ
る
と

い
う
。

ガ
リ
ア

（ケ
ル
ト
）
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
出
没
し
た
の
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
書
に
も
記
述
さ
れ
た
信
頼
性
の
あ
る
出
来
事

だ

っ
た
の
で
、　
三
ハ
世
紀
の
歴
史
家
は
、
ガ
リ
ア
人
が
ト
ロ
イ
ア
を
建
設
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
ガ
リ
ア
人
が
ゲ
ル
マ
ニ
ア
に
移
住
し
た

こ
と
、
ガ
リ
ア
人
と
フ
ラ
ン
ク
人
が
血
縁
的
に
も

つ
な
が

っ
て
い
た
こ
と
を
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
な
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
折
哀
的
な
見
方
に
徹
底
的
な
批
判
を
加
え
た
の
が
、　
三
ハ
世
紀
後
半
の

「考
証
研
究
」
を
も
の
し
た
歴
史
家
や
法
学
者
で



あ

っ
た
。
以
下
で
は
、
そ
れ
を
代
表
す
る
パ
キ
エ
、
オ
ト
マ
ン
、
ボ
ダ
ン
の
見
解
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

パ
キ
エ
は
、
「証
拠
に
基
づ
か
な
い
こ
と
は
何
も
言
わ
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

「ガ
リ
ア
の
慣
習
」
研
究
を
目
指
し
た
考
証
主
義
の
歴

（２７
）

史
家
で
あ
る
。
彼
の
代
表
作

『
フ
ラ
ン
ス
の
探
究
』
貧

五
六

一
―

王
全

一
一
年
）
全

一
〇
巻
は
、
当
時
の
知
識
人
が
ラ
テ
ン
語
で
の
記

述
に
こ
だ
わ

つ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
。
そ
こ
に
彼
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
片
鱗
が
窺
わ
れ
る
。
本
稿

と
の
関
係
で
み
る
と
、
ガ
リ
ア
の
起
源
の
問
題
を
扱

っ
た
の
は
第

一
巻
の
第

一
章
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
パ
キ
エ
は
、
古
典
文
献
に
ま

つ

た
く
記
載
さ
れ
な
い
フ
ラ
ン
ク
ス
の
物
語
や
フ
ラ
ン
ク
人
の
ト
ロ
イ
ア
起
源
説
を
、
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
で
寓
話
に
す
ぎ
な
い
と

一
笑
に
付
し

た
。
パ
キ
エ
は

「敗
北
し
た
ト
ロ
イ
ア
は
名
誉
あ
る
民
族
と
は
思
わ
れ
な
い
」
の
に
、
ど
う
し
て
世
界
の
人
び
と
が
ト
ロ
イ
ア
出
自
に
固

執
す
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
述
べ
、
「ひ
と
つ
の
民
族
の
崩
壊
か
ら
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
多
く
の
民
族
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
」

（”
）

と
皮
肉

っ
て
い
る
。

パ
キ

エ
に
と

つ
て
重
要
な
こ
と
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア

・
ロ
ー
マ
と
は
異
な
る
フ
ラ
ン
ス
の
価
値
観
や
精
神
風
土
の
原
点
を
、
古
来
の

法
、
慣
習
、
言
語
、
信
仰
、
文
芸
な
ど
に
見
出
す
こ
と
で
あ

っ
た
。
古
い
習
慣
や
長
く
続
い
た
制
度

・
観
念
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
優
れ

た
特
性
や
存
在
理
由
を
備
え
て
い
る
と
パ
キ
エ
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
発
言
か
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
君
主
政
の
起
源
を
す
べ
て
古
代

ガ
リ
ア
に
求
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
取
れ
が
に

本
書
を
執
筆
し
た
当
時
の
パ
キ
エ
は
、
ド
イ
ツ
の
レ
ナ
ヌ
ス
な
ど
が
開
陳
し
て
い
た

「
フ
ラ
ン
ク
人
＝
グ
ル
マ
ン
人
」
説
を
知
ら
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
ガ
リ
ア
至
上
主
義
に
偏
向
し
た
パ
キ
エ
の
所
説
に
対

し
て
、
「
ト
ロ
イ
ア
人
＝
フ
ラ
ン
ク
人
」
起
源
説
に
魅
力
を
感
じ
、
一肩
入
れ
も
し
て
い
た
王
権
の
側
は
、
い
さ
さ
か
も
て
あ
ま
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
宗
教
戦
争
の
渦
中
で
、
パ
キ
エ
は
熱
烈
な
ポ
リ
テ
イ
ク
派

（王
党
派
）
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
ひ
と
り
で

あ
り
続
け
た
。

パ
キ
エ
の
先
輩
格
に
あ
た
る
オ
ト
マ
ン
は
、
熱
烈
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
、
カ
ト
リ
ー
ヌ

・
ド

・
メ
デ
ィ
シ
ス
や
大
法
官
ロ
ピ
タ
ル
の

近
世
フ
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史
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信
任
が
厚
か

っ
た
が
、
国
際
派
の
考
証
学
者
ら
し
く
ド
イ
ツ
の
事
情
に
も
通
じ
て
い
た
の
で
、
ガ
リ
ア

一
辺
倒
で
は
な
く
、
ガ
リ
ア
と
フ

ラ
ン
ク
と
の
調
和
的
な
起
源
論
を
提
起
し
た
。
そ
れ
を
示
す
の
が
主
著

『
フ
ラ
ン
コ
＝
ガ
リ
ア
』
貧

五
七
三
年
）
で
、
サ
ン

・
バ
ル
テ

ル
ミ
ー
事
件
の
直
後
、
亡
命
先
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
オ
ト
マ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ロ
イ
ア
起
源
論
を
寓
話
に
す
ぎ
な
い
と

一
蹴
し
、
フ
」
う
し
た
見
方
は
、
歴
史
家
で
は
な
く
、
詩

人
の
仕
事
に
素
材
を
提
供
す
る
も
の
で
し
か
な
い
」
と
述
べ
た
。
次

い
で
オ
ト
マ
ン
は
、
ガ
リ
ア
の
言
語
が
ギ
リ
シ
ア
語
に
似
て
い
る
と

の
学
説
に
も
疑
間
を
呈
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
カ
エ
サ
ル
は
ガ
リ
ア
人
と
会
話
す
る
と
き
に
、
ガ
リ
ア
語

（ケ
ル
ト
語
）
の
上
手
な
ト

ロ
ア
キ
ル
ス
と
い
う
友
人
を
通
訳
に
た
て
た
し
、
キ
ケ
ロ
は
ロ
ー
マ
軍
が
ガ
リ
ア
人
の
重
囲
に
陥

っ
た
と
き
、
近
く
の
ロ
ー
マ
軍
に
救
援

を
求
め
る
手
紙
を
ギ
リ
シ
ア
語
で
書
い
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
途
中
で
伝
令
が
ガ
リ
ア
人
に
捕
え
ら
れ
て
も
、
手
紙
の
内
容
が
読
ま
れ
な

い
た
め
の
予
防
措
置
で
あ
る
。
オ
ト
マ
ン
は
、
ガ
リ
ア
南
部
で
ギ
リ
シ
ア
語
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
認
め
る
が
、
本
来
的
に
ガ
リ
ア

語
と
ギ
リ
シ
ア
語
は
別
の
も
の
で
あ

っ
て
、
ガ
リ
ア
語

・
ギ
リ
シ
ア
語

・
フ
ラ
ン
ク
語
に
ラ
テ
ン
語
が
交
じ
り
あ

っ
て
、
現
在
の
フ
ラ
ン

ス
語
が
つ
く
ら
れ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

本
書
の
最
大
の
関
心
事
は
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
成
立
の
経
緯
で
あ
型
。
こ
れ
に
関
し
て
、
オ
ト
マ
ン
は
、
ロ
ー
マ
支
配
以
前
の
ガ
リ
ア
が

自
立
的
な
六
四
の
部
族
か
ら
構
成
さ
れ
、
政
治
的
に
は
部
族
連
合
と
い
う
民
主
的
な
形
態
を
と
り
、　
一
年
に

一
度
の
全
体
集
会
を
開
き
、

危
急
の
と
き
に
は
ひ
と
り
の
将
軍
を
選
出
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
オ
ト
マ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ク
人
の
源
流
を
神
話
的
な

フ
ラ
ン
ク
ス
王
や
シ
カ
ン
ブ
リ
ア
王
国
で
は
な
く
、
ラ
イ
ン
河
以
束
の
グ
ル
マ
ン
人
に
求
め
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ク
人

は
、
お
そ
ら
く
紀
元
前
数
世
紀
に
は
存
在
が
史
料
的
に
確
認
さ
れ
、
ラ
イ
ン
河
と
エ
ル
ベ
河
の
あ
い
だ
に
住
む
海
の
民
で
あ
り
、
航
海
術

に
優
れ
、
紀
元
三
世
紀
に
強
大
化
し
た
民
族
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
オ
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
が

「自
由
」
を
意
味
す
る

の
は
、
と
く
に
傭
兵
と
し
て
仕
え
た
ロ
ー
マ
皇
帝
の
命
令
に
必
ず
し
も
服
従
し
な
い
で
、　
一
定
の
自
由
裁
量
権
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
に



よ
っ
て
い
る
。
紀
元
二
―
主
世
紀
、
す
で
に
ガ
リ
ア
の
地
に
入

っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ク
人
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
圧
政
に
苦
し
む
ガ
リ
ア
人
を

軍
事
的
に
支
援
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
五
世
紀
の
中
葉
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
侵
入
し
て
き
た
ア
ッ
チ
ラ
の
軍
団
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ク
人
の

メ
ロ
ヴ

ェ
は
ガ
リ
ア
人
や
ガ
リ
ア
に
駐
屯
す
る
ロ
ー
マ
人
の
将
軍
に
協
力
し
て
勇
敢
に
戦
い
、
つ
い
に
戦
死
し
た
。
こ
の
頃
を
境
に
フ
ラ

ン
ク
の
声
望
が
高
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

オ
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
正
式
に
樹
立
し
た
の
は
、
伝
説
的
な
フ
ァ
ラ
モ
ン
で
も
、
史
料
に
残
る
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
で
も

な
く
、
メ
ロ
ヴ

ェ
の
子
で
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
父
に
あ
た
る
シ
ル
デ
リ
ク

（ヒ
ル
デ
リ
ヒ
）
で
あ
る
。
シ
ル
デ
リ
ク
は
ガ
リ
ア
に
駐
屯
す
る

ロ
ー
マ
人
の
将
軍
の
奸
計
に
よ
り
、　
一
時
は
生
命
の
危
険
に
晒
さ
れ
た
が
、
や
が
て
態
勢
を
立
て
直
し
、
大
軍
を
率
い
て
ラ
イ
ン
河
を
渡

っ
て
ガ
リ
ア
に
入
り
、
ト
ゥ
ル
ネ
と
カ
ン
ブ
レ
を
占
領
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
人
は
初
め
て
ラ
イ
ン
河
の
内
側
に
支
配
領
域
を
築
い
た
の
で
あ

る
。
オ
ト
マ
ン
は
、
こ
の
遠
征
が
フ
ラ
ン
ク
人
の
征
服
戦
争
で
は
な
く
、
ガ
リ
ア
を
ロ
ー
マ
の
輌
か
ら
解
放
し
、
フ
ラ
ン
ク
人
と
ガ
リ
ア

人
が
民
族
的
に
も
混
じ
り
あ
う
契
機
に
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
ふ
た
つ
の
民
族
が
融
合
し
た

「
フ
ラ
ン
コ
＝
ガ
リ
ア
」
王
国

（３３
）

が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
「
フ
ラ
ン
コ
＝
ガ
リ
ア
」
と
い
う
発
想
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
歴
史
的
伝
統
を
有
す
る
ガ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ク

の
民
族
が
自
然
発
生
的
に
、
か
つ
平
和
裡
に
結
合
さ
れ
た
こ
と
を
称
賛
す
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ク
人
を
継
承
す
る

「国
王
」
と
ガ
リ
ア

人
を
継
承
す
る

「国
民
」
と
の
合
体
を
暗
示
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

『国
家
論
』
貧

五
七
六
年
）
の
著
者
ボ
ダ
ン
は
、
直
接
的
に
フ
ラ
ン
ス
の
起
源
論
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
歴
史
研
究
の

手
引
書
と
し
て
知
ら
れ
る

『歴
史
方
法
論
』
貧

五
六
六
年
）
の
第
九
章
で
こ
の
問
題
に
言
及
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
ボ
ダ
ン
は
、
起
源

の
問
題
は
該
当
す
る
民
族
や
家
族
の
誇
り
や
威
信
に
関
わ
り
を
も
つ
だ
け
に
、
潤
色
さ
れ
や
す
く
、
真
理
の
探
究
が
む
ず
か
し
い
と
嘆
い

て
い
る
。
カ
エ
サ
ル
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
、
最
終
的
に
は
神
の
子
へ
と
格
上
げ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
態
を
掛
酌

し
て
、
民
族
の
真
実
の
起
源
を
知
る
方
法
と
し
て
ボ
ダ
ン
が
提
案
し
た
の
は
、
著
作
者
の
誠
実
さ
、
言
語
の
残
存
、
場
所
の
描
写
の
三
点

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述
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工全
ハ

の
綿
密
な
調
査
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
文
献
の
史
料
批
判
と
、
言
葉
の
派
生
関
係
、
地
理
的
状
況
を
知
る
作
業
で
あ
が
Ｊ

こ
の
点
で
、
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
な
ど
の
学
識
に
超
人
的
な
能
力
を
有
し
た
ボ
ダ
ン
は
、
「
フ
ラ
ン
ク
＝
フ
ラ
ン

ク
ス
」
説
と

「
ガ
リ
ア
＝
ガ
ラ
テ
ス
」
説
を
と
も
に
否
定
し
た
。
ボ
ダ
ン
の
論
ず
る
と
こ
ろ
で
は
、
ガ
リ
ア
人
と
は
ギ
リ
シ
ア
人
で
は
な

く
、
ケ
ル
ト
人
の
こ
と
で
あ
り
、
語
源
か
ら
い
つ
て
、
ケ
ル
ト
と
は
森
の
民
、
乗
馬
の
得
意
な
民

（騎
馬
民
族
）
で
あ
る
。
や
が
て
ケ
ル

ト
人
は
、
ガ
リ
ア
の
領
域
を
超
え
て
ゲ
ル
マ
ニ
ア

（
ヘ
ル
シ
ニ
ア
の
森
）
に
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
な
ら
、
グ
ル
マ
ニ
ア

に
は
ケ
ル
ト
語
の
語
幹
や
語
尾
を
も

つ
地
名
が
多
く
残

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
傍
証
が
、
ガ
リ
ア
に
伝
わ
る
民
族
移

動
の
伝
説
、
す
な
わ
ち
、
セ
ゴ
ネ
ズ
が
ゲ
ル
マ
ニ
ア
に
、
ベ
ロ
ネ
ズ
が
イ
タ
リ
ア
に
植
民
活
動
を
お
こ
な

っ
た
こ
と
と
合
致
す
る
か
ら
で

あ
る
。
か
つ
て
の
グ
ル
マ
ニ
ア
は
、
人
口
も
少
な
く
、
都
市
も
な
く
、
不
毛
な
土
地
で
あ
っ
た
。
し
た
が

つ
て
、
ト
ロ
イ
ア
人
が
落
ち
の

び
て
定
住
す
る
は
ず
が
な
い
。
む
し
ろ
土
着
的
な
ゲ
ル
マ
ニ
ア
の
人
び
と
は
、
新
た
に
進
出
し
て
き
た
ケ
ル
ト
人
の
も

つ
高
度
な
文
化
を

積
極
的
に
受
容
し
、
ガ
リ
ア
が
ロ
ー
マ
に
支
配
さ
れ
た
あ
と
も
、
変
わ
ら
ず
ケ
ル
ト
文
化
の
伝
統
を
堅
持
し
た
の
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
の
所

説
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
人
は
ケ
ル
ト
文
化
を
も
継
承
し
た
ゲ
ル
マ
ン
人
の

一
部
族
と
な
る
だ
ろ
う
。

四
　
一
七
世
紀
の
歴
史
記
述
―
―
「
フ
ラ
ン
ス
＝
ト
ロ
イ
ア
起
源
」
説
の
存
続
―
―

一
六
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
、
国
王
の
周
辺
で
は
依
然
と
し
て

「
フ
ラ
ン
ク
人
＝
ト
ロ
イ
ア
人
」
起
源
説
が
語
り
継
が
れ
、
国
王
儀
礼

に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。
宮
廷
詩
人
ロ
ン
サ
ー
ル
は
叙
事
詩

『
フ
ラ
ン
シ
ア
ー
ド
』
貧

五
七
四
年
）
を
国
王
シ
ャ
ル
ル
九
世
に
献
呈
し

（
３７
）

て
い
る
。
し
か
し
、
前
節
で
紹
介
し
た
パ
キ
エ
、
オ
ト

マ
ン
、
ボ
ダ
ン
ら
の
解
釈
が
支
持
の
輪
を
広
げ
る
に
つ
け
、
神
話
的
な
起
源
論
の

死
命
は

一
六
世
紀
末
ま
で
に
ほ
ぼ
制
せ
ら
れ
た
。



「考
証
研
究
」
の
碩
学
デ
ュ
・
テ
ィ
エ
の

『
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
集
成
』
貧

五
八
〇
年
）
は
、
そ
の
冒
頭
で

「
フ
ラ
ン
ス
人

（
フ
ラ
ン
ク

人
）
を
ト
ロ
イ
ア
の
出
身
と
み
な
す
よ
り
も
、
真
の
グ
ル
マ
ン
人
に
起
源
を
も
つ
と
記
し
た
方
が
名
誉
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
名
誉
は

美
徳
に
の
み
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
ル
マ
ニ
ア
ほ
ど
よ
い
習
慣
が
腐
敗
し
な
い
で
、
断
固
と
し
て
、
長
期
に
わ
た
つ
て
、
武
器

に
よ
っ
て
、
そ
の
自
由
を
保
っ
て
い
る
場
所
は
他
に
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
グ
ル
マ
ン
人
に
由
来
す
る
こ
と
に

（田
）

何
の
た
め
ら
い
も
感
じ
て
い
な
い
。
デ
ュ

・
テ
イ
エ
に
と

っ
て
、
軍
事
面
で
ロ
ー
マ
と
対
等
に
わ
た
り
あ

っ
た
勇
敢
で
美
徳
を
重
ん
じ
る

ゲ
ル
マ
ン
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
史
を
始
め
る
に
十
分
の
資
質
を
備
え
て
い
た
。
ガ
リ
ア
と
ゲ
ル
マ
ニ
ア

（
フ
ラ
ン
ク
）
を
同
根
と
み
な
す
の

は
、
オ
ト
マ
ン
や
ボ
ダ
ン
と
同
じ
立
場
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
、
ガ
リ
ア
で
歴
史
に
残
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
王
を
列
挙
し
た
箇
所
で
、
ま
ず

フ
ァ
ラ
モ
ン
の
名
を
あ
げ
て
い
る
が
、
慣
例
的
で
簡
単
な
記
述
に
留
め
て
い
る
。
四
三
二
年
、
フ
ア
ラ
モ
ン
が
サ
リ
カ
法
を
制
定
し
た
こ

と
に
触
れ
た
箇
所
で
は
、
同
じ
主
旨
の
法
は
す
で
に
グ
ル
マ
ニ
ア
各
地
に
存
在
し
て
い
た
と
述
べ
て
お
り
、
フ
ア
ラ
モ
ン
に
特
別
の
地
位

（３９
）

を
与
え
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
デ
ュ

・
テ
ィ
エ
が
正
式
に
初
代
の
フ
ラ
ン
ス
国
王
と
み
な
し
た
の
は
、
フ
ァ
ラ
モ
ン
、
ク
ロ
デ
イ
オ
ン
に

次
ぐ
第
三
代
の
メ
ロ
ヴ

ェ
で
あ

っ
た
。
メ
ロ
ヴ
ェ
は
フ
ア
ラ
モ
ン
の
直
系
の
子
孫
で
は
な
い
。
メ
ロ
ヴ

ェ
の

「
メ
ル
」
は
長
官
、
「
ヴ
ィ

（４０
）

ク
」
は
優
れ
た
男
の
意
味
で
あ
る
と
い
う
。

透
徹
し
た
合
理
主
義
精
神
の
持
主
で
、　
エ
ハ
世
紀
末
最
高
の
歴
史
家
と
評
さ
れ
る
ラ

・
ポ
プ
リ
ニ
エ
ー
ル
も
、
著
書

『歴
史
の
歴
史
』

（
一
五
九
九
年
）
の
な
か
で
、
ト
ロ
イ
ア
か
ら
逃
れ
た
民
族
が
い
か
に
多

い
こ
と
だ
ろ
う
と
慨
嘆
し
た
あ
と
、
史
料
に
依
拠
し
つ
つ
、
逐

一
ト
ロ
イ
ア
起
源
説
を
批
判
し
た
。
ラ

・
ポ
プ
リ
ニ
エ
ー
ル
の
解
釈
は
き
わ
め
て
明
快
で
、
ホ
メ
ロ
ス
の
ト
ロ
イ
ア
の
物
語
が
事
実
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
勇
士

ヘ
ク
ト
ル
の
息
子
は
死
亡
し
た
ア
ス
テ
ュ
ア
ナ
ク
ス

一
人
な
の
で
、
も
う

一
人
の
息
子
フ
ラ
ン
ク
ス
の
存
在
は
あ

り
え
な
い
こ
と
、
ギ
リ
シ
ア
軍
の
包
囲
下
に
あ
っ
た
ト
ロ
イ
ア
人
は
市
街
か
ら
逃
れ
る
術
が
な
か
っ
た
こ
と
、
た
と
え
脱
出
に
成
功
し
て

も
、
海
を
渡

っ
た
り
、
敵
地
を
通
り
抜
け
る
こ
と
は

一
層
困
難
だ

っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
パ
リ
や
ト
ロ
ワ
な

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述
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エハ
八

ど
フ
ラ
ン
ス
の
地
名
が
ト
ロ
イ
ア
伝
説
に
由
来
す
る
と
の
俗
説
を
も
退
け
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
散
在

し
た
フ
ラ
ン
ク
＝
グ
ル
マ
ン
人
の
末
裔
で
あ
る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、　
一
七
世
紀
に
入
る
と
、
定
説
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
は
ず
の

「
フ
ラ
ン
ク
人
＝
グ
ル
マ
ン
人
」
説
が
動
揺
を
き
た
し
、

「
フ
ラ
ン
ス
＝
ト
ロ
イ
ア
起
源
」
説
が
復
活
し
て
く
る
。
そ
れ
に
伴

っ
て
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
初
代
の
王
と
し
て
の
フ
ア
ラ
モ
ン
伝
説
が
重

要
性
を
帯
び
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
議
論
を
好
ん
で
取
り
あ
げ
、
神
話
的
な
フ
ラ
ン
ス
の
起
源
論
を
展
開
し
た
の
が
、
デ
ュ
プ
レ

ク
ス
、
シ
ヤ
ロ
ン
、
メ
ズ
レ
ー
な
ど
で
あ

っ
た
。
彼
ら
の
多
く
が

「
フ
ラ
ン
ス
修
史
官
」
や

「国
王
修
史
官
」
で
あ
り
、
「
フ
ラ
ン
ス
全

史
」
の
著
者
で
も
あ
る
こ
と
は
先
に
触
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
錯
誤
的
な
逆
転
現
象
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
史
家
ハ
ッ
パ
ー
ト
は
、

（
４２
）

歴
史
学
に
お
い
て
厳
密
さ

へ
の
関
心
が
薄
れ
た
と
き
、
神
話
的

・
寓
話
的
な
歴
史
の
復
活
が
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
輝
か
し
い

「考
証
研
究
」
の
履
歴
に
影
が
さ
し
た

一
七
世
紀
は
、
ま
さ
に
歴
史
学
の
沈
滞
期
で
あ
り
、
危
機
の
時
代
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
動
き
を
簡
単
に
概
観
し
て
お
こ
う
。

「
フ
ラ
ン
ス
修
史
官
」
の
叔
父
ベ
ル
ナ
ー
ル
か
ら

一
六
三
五
年
に
そ
の
官
職
を
引
き
継
い
だ
文
人
ソ
レ
ル
は
、
『
フ
ラ
ン
ス
君
主
政
の
歴

史

へ
の
序
論
』
貧

工全

一八
年
）
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「著
述
家

（＝
歴
史
家
）
た
ち
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
こ
の
フ
ラ

ン
ク
ス
に
つ
い
て
語
る
の
は
馬
鹿
げ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
知

っ
て
い
る
の
で
、
次
の
よ
う
に
の
み
言

っ
て
い
る
。
落
ち
の
び
た
ト
ロ
イ
ア

人
は
ド
ナ
ウ
の
河
口
に
や
っ
て
来
て
、
そ
の
地
の
住
民
の
許
可
を
得
て
河
岸
の
近
く
に
住
み
、
徐
々
に
そ
の
地
を
支
配
し
、
や
が
て
ド
イ

ツ
で
も
認
め
ら
れ
、
ガ
リ
ア
に
も
進
出
し
た
、
と
」
。
そ
の
あ
と
、
ソ
レ
ル
が
歴
史
家
た
ち
の
解
釈
を
順
次
や
り
玉
に
あ
げ
て
い
く
論
法

を
み
る
と
、
歴
史
家
と
は
無
責
任
で
、
無
味
乾
燥
で
、
自
分
が
依
拠
す
る
史
料
を
し
ば
し
ば
読
み
誤
り
、
曖
味
で

「馬
鹿
げ
た
」
結
論

ヘ

と
導
く
も
の
で
あ
る
と
、
ソ
レ
ル
は
言
い
た
い
よ
う
で
あ
る
。
ト
ロ
イ
ア
で
あ
れ
、
ロ
ー
マ
で
あ
れ
、
ど
ん
な
に
優
れ
た
帝
国
や
民
族

も
、
そ
の
起
源
を
史
料
的
に
は
正
確
に
辿
れ
な
い
と
い
う
の
が
ソ
レ
ル
の
持
論
で
あ

っ
た
。
た
だ
そ
の
こ
と
よ
り
も
、
ソ
レ
ル
が
深
刻
な



事
態
と
受
け
止
め
て
い
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
知
識
人
が
自
国
史
で
は
な
く
て
、
外
国
史
の
方
に
ば
か
り
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
で
あ

っ

た
。
「私
が
驚
く
の
は
、
人
び
と
が
、
自
分
の
国
で
あ
る
の
に
、
フ
ラ
ン
ス
史
を
ほ
と
ん
ど
顧
慮
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
知
的
な
人
は
、

わ
が
国
王
よ
り
も
ロ
ー
マ
の
コ
ン
ス
ル
や
皇
帝
の
方
を
よ
く
知

っ
て
い
る
。
皆
の
前
で
語
る
人
は
わ
が
国
よ
り
も
外
国
の
歴
史
を
引
用

（“
）

し
、
宮
廷
人
は
わ
が
昔
の
時
代
の
戦
士
の
武
勲
よ
り
も
、
瑣
末
な
ロ
ー
マ
の
方
を
よ
く
読
ん
で
い
る
」
。
か
く
し
て
、
ソ
レ
ル
が
提
唱
し

た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
誰
も
が
関
心
を
も
ち
、
共
感
で
き
る
通
史
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
史
を
世
に
出
す
こ
と
で
あ

っ
た
。

同
じ
よ
う
な
問
題
意
識
を
抱
く
文
人
デ
ュ
プ
レ
ク
ス
は
、
大
著

『教
会
と
帝
国
を
含
め
て
の
フ
ラ
ン
ス
全
史
』
貧

エハ
三
四
年
版
で
は

全
二
巻
）
の
序
文
で
、
美
徳
に
よ
つ
て
行
動
す
る
に
は
、
歴
史
書
を
読
み
、
歴
史
か
ら
学
ぶ
の
が
最
善
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
歴
史
は

「人
間
の
生
活
の
豊
か
な
舞
台
」
で
あ
る
と
強
調
し
樋
。
こ
の
書
物
の
第

一
巻
が
彼
を
と
く
に
有
名
に
し
て
い
た

『洪
水
か
ら
フ
ラ
ン
ス

君
主
政
の
樹
立
ま
で
の
論
考
』
２

六

一
九
年
刊
行
）
で
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
以
前
の
ガ
リ
ア
史
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
く
第

二
巻
は
フ
ア
ラ
モ
ン
か
ら
シ
ル
デ
リ
ク

（ヒ
ル
デ
リ
ヒ
）
三
世

（
フ
ア
ラ
モ
ン
か
ら
二

一
代
目
）
ま
で
の
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
朝
の
国
王
列

伝
と
な
っ
て
い
る
。

デ
ュ
プ
レ
ク
ス
の
記
述
の
う
ち
、
本
稿
と
の
関
連
で
重
要
と
思
わ
れ
る
第

一
の
要
点
は
古
代
ガ
リ
ア
を
学
ぶ
理
由
に
つ
い
て
で
、
ガ
リ

ア
は
か
つ
て
世
界
を
支
配
し
た
栄
光
に
包
ま
れ
た
民
族
で
あ
り
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
ク
人
に
蹂
躙
さ
れ
た
と
は
い
え
、
フ
ラ
ン
ク
人
に
法
と

（４６
）

名
を
伝
え
、
君
主
政
の
強
化
と
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
に
努
め
た
点
で
歴
史
に
刻
む
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り
注
目
す
べ
き
要

点
は
、
デ
ュ
プ
レ
ク
ス
が
ガ
リ
ア
史
を
ガ
リ
ア
の
語
源
、
地
誌
、
習
慣
、
政
治
形
態
、
民
族
移
動
、
ロ
ー
マ
や
異
民
族
と
の
戦
争
な
ど
を

交
え
て
四
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
わ
た
つ
て
丹
念
に
叙
述
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ガ
リ
ア
の
名
が
ガ
ル
ス
や
ガ
ラ
テ
ス
な
ど
に
由

来
す
る
こ
と
、
ガ
リ
ア
人
が
大
洪
水
で
生
き
残
っ
た
ヤ
ペ
テ
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
後
ガ
リ
ア
を
支
配
し
た
サ
モ
テ

（ゴ
メ
ル
）
か

ら
フ
ラ
ン
ク
ス

（二
四
代
目
）
を
経
て
ロ
ー
マ
時
代
ま
で
王
が
四
三
代
続
く
こ
と
、
さ
ら
に
マ
ル
コ
ミ
ー
ル
を
経
て
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
フ

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述

六
九
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（
４７
）

ァ
ラ
モ
ン
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
が
延
々
と
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
デ
ュ
プ
レ
ク
ス
の
書
物
は
ル
メ
ー
ル
の
ト
ロ
イ
ア
起
源
説
に

舞

い
戻

っ
た
感
が
あ
り
、
神
話
的

・
物
語
的
な
歴
史
の
典
型
と
目
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
デ
ユ
プ
レ
ク
ス
は

「
ト
ロ
イ
ア
を
フ
ラ
ン
ク
ス
や
ア
ン
テ
ノ
ー
ル
と
関
連
づ
け
る
の
は
、
詩
人
の
創
作
や
夢
で
あ

っ
て
、
ロ

ー
マ
の
ア
エ
ネ
イ
ス
に
倣

っ
た
も
の
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
実
証
主
義
的
な
歴
史
の
方
法
論
を
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
デ
ユ
プ

レ
ク
ス
が
あ
え
て
伝
承
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
背
景
に
は
、
ガ
リ
ア
の
地
に
成
立
し
た
王
朝
が
フ
ラ
ン
ク
王
国

へ
と
問
断
な
く
継
承
さ

れ
た
こ
と
を
顕
示
す
る
政
治
的
な
意
図
が
あ

っ
た
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
栄
光
の
王
統
が
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

も
特
別
な
地
位

へ
と
昇
華
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
著
者
が
史
料
を
少
々
恣
意
的
に
操
作
し
て
も
何
ら
問
題
は
な
か

っ

た
の
で
あ
る
。
歴
史
学
の
君
主
政

へ
の
奉
仕
に
は
、
当
時
の
宰
相
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
の
意
志
が
見
え
隠
れ
す
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
全
史
」
の
著
者
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
も
知
名
度
が
も

っ
と
も
高
く
、
ル
イ

一
三
世
や
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
の
信
任
が
厚
く
、
幼

い
ル
イ

一
四
世
を
愛
読
者
と
し
て
い
た
の
が
メ
ズ
レ
ー
で
あ
る
。
彼
の
著
作

『
フ
ァ
ラ
モ
ン
以
後
今
日
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
史
』
（初
版
は

一
六
四
三
年
）
は
、
こ
の
種
の
書
物
と
し
て
は
珍
し
く
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、　
一
九
世
紀
ま
で
刊
行
さ
れ
続
け
た
。
メ
ズ
レ
ー
の
主
た

る
関
心
事
は
フ
ラ
ン
ク
王
国
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
通
史
の
叙
述
に
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
ガ
リ
ア
史
が
忘
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。

そ
こ
に
は
、
ガ
リ
ア
人
の
生
活
、
習
俗
、
祝
祭
、
宗
教
、
気
質
、
政
治
形
態
な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、
今
日
の
民
俗
学
に
も
通
じ
る
内
容

が
読
者
の
好
奇
心
を
掻
き
立
て
る
。

本
書
執
筆
の
目
的
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
は
、
メ
ズ
レ
ー
が
冒
頭
の

「
フ
ラ
ン
ス
人
の
起
源
と
彼
ら
の
ガ
リ
ア

ヘ
の
定
住
」
の
章

で
、
か
つ
て
ケ
ル
ト
人
と
呼
ば
れ
た
ガ
リ
ア
人
と
ゲ
ル
マ
ン
人
の
関
係
史
に
触
れ
て
、
ガ
リ
ア
人
が
栄
光
の
民
族
で
あ
る
と
と
も
に
、
ふ

た

つ
の
民
族
が
同
根
で
あ
る
と
示
唆
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ガ
リ
ア
の
起
源
に
関
し
て
は
、
ト
ロ
イ
ア
起
源
説
で
は
陳
腐
と
な

っ
て
い
る

ガ
ラ
テ
ス
説
や
ガ
ル
ス
説
の
ほ
か
、

ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
洪
水
や
氾
濫
を
意
味
す
る
ガ
レ
レ
説
や
、
ケ
ル
ト
語
で
故
郷
を
出
て
各
地
を
旅
す
る



と
い
う
意
味
の

「ヴ
ァ
レ
ン

（て
塾
８
と

説
が
紹
介
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
起
源
説
を
動
員
し
て
ガ
リ
ア
の
聖
化
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ガ

リ
ア
人
の
発
展
に
関
し
て
は
、
ケ
ル
ト
人
は
、
シ
ゴ
ヴ
エ
ズ
隊
が
グ
ル
マ
ニ
ア
に

（さ
ら
に
ギ
リ
シ
ア
ま
で
）、
ベ
ロ
ヴ
ェ
ズ
隊
が
イ
タ

リ
ア
に
遠
征
し
た
た
め
、
ギ
リ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
本
来
の
ガ
リ
ア

（フ
ラ
ン
ス
）
の
三
つ
の
方
面
に
ガ
リ
ア
人
の
基
盤
が
築
か
れ
、
カ

（５‐
）

エ
サ
ル
の
時
代
ま
で
ロ
ー
マ
人
と
激
し
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
と
い
う
。

デ
ユ
プ
レ
ク
ス
と
同
様
、
メ
ズ
レ
ー
は
こ
う
し
た
ガ
リ
ア
の
起
源
論
や
発
展
論
に
信
憑
性
の
問
題
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
。
彼

は

「…
…
寓
話
的
で
、
不
確
実
な
も
の
は
語
る
に
値
し
な
い
。
同
じ
こ
と
は
フ
ラ
ン
ク
ス
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
ア
ニ
ウ
ス
は
彼
を

ヘ
ク

ト
ル
の
息
子
と
し
、
ガ
リ
ア
に
や
つ
て
来
て
、
レ
ム
ス
王
の
婿
そ
し
て
後
継
者
に
な

っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
幾
人
か
の
物
語
作
者
は
、
フ

（５２
）

ラ
ン
ク
ス
の
あ
と
、
父
か
ら
子

へ
と

一
四
代
継
承
さ
れ
た
と
い
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
疑
わ
し
い
神
話
や
伝
説
を
も

本
書
に
取
り
入
れ
た
の
は
、
「序
論
」
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
メ
ズ
レ
ー
が
常
々
気
に
か
け
て
い
た
読
者
に
面
白
く
読
ん
で
も
ら
い
た

（５３
）

い
と
い
う
サ
ー
ヴ
ィ
ス
精
神
と
は
別
に
、
ケ
ル
ト

（ガ
リ
ア
）
を
継
承
し
た
の
が
フ
ラ
ン
ク
人
の
フ
ァ
ラ
モ
ン
を
始
祖
と
す
る
メ
ロ
ヴ
ィ

ン
グ
王
朝
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ブ
ル
ボ
ン
王
家
へ
と
王
統
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
の
王
権
の
主
張
を
強
く
意
識
し
て
い
た
た
め

で
あ
る
。
武
勇
に
秀
で
た

「長
髪
族

（魯
ｏく①】ｃ【①と

の
出
で
あ
り
、
日
食
の
年

（四

一
七
年
か
四
二
〇
年
と
推
定
さ
れ
る
）
に
盾
の
上

に
担
が
れ
、
人
民
か
ら
歓
呼
の
声
で
王
に
推
戴
さ
れ
た
フ
ア
ラ
モ
ン
は
、
そ
の
名
が
意
味
す
る

「真
実
の
口
」
の
と
お
り
正
義
を
司
り
、

（Ｍ
）

フ
ラ
ン
ク
の
国
法
と
も
い
う
べ
き
サ
リ
カ
法
を
制
定
し
た
。
本
書
で
は
、
こ
の
フ
ア
ラ
モ
ン
以
降
の
歴
代
国
王
の

「栄
光
の
物
語
」
が
肖

像
画
入
り
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
交
ぜ
て
饒
舌
に
描
か
れ
て
ゆ
く
。
語
り
部
と
し
て
の
メ
ズ
レ
ー
の
力
量
が
も

っ
と
も
よ
く
発
揮
さ
れ
る

分
野
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
は

「
フ
ラ
ン
ス
全
史
」
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
当
時
の

「国
民
史
」
の
精
髄

を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
。

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述

七

一
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七

二

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
近
世
前
半
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
研
究
の
流
れ
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
起
源
説
に
ま
つ
わ
る
解
釈
や
論
争
を
中
心
に
検
証
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、　
三
ハ
世
紀
の
人
文
主
義
や

「考
証
研
究
」
の
興
隆
の
な
か
で
、
伝
説
的
な

「
フ
ラ
ン
ス
＝
ト
ロ
イ
ア
起
源
」
説
が

徐
々
に
メ
ッ
キ
を
剥
が
れ
、
学
問
的
な
存
立
の
根
拠
を
失

っ
て
い
っ
た
こ
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
伝
説
や
神
話
が
容
易
に
死

減
せ
ず
、
む
し
ろ

一
七
世
紀
に
は
王
権
の
後
援
の
も
と
、
「
フ
ラ
ン
ス
全
史
」
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
な
か
で
復
活
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

そ
の
点
を
補
強
し
て
、
こ
こ
で
は
、　
一
七
世
紀
の
歴
史
学
の
停
滞
や
危
機
を
示
唆
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ふ
た
つ
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

「
フ
ラ
ン
ス
全
史
」
の
終
末
期
を
飾
る

『ガ
リ
ア
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
君
主
政
の
樹
立
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
史
』
貧

六
九
六
年
）
を
著
し
た

ダ
ニ
エ
ル
は
、
あ
る
と
き
国
王
図
書
館
に
入
る
機
会
を
得
た
が
、
ほ
ん
の

一
時
間
も
す
る
と
退
出
し
た
。
図
書
館
の
な
か
に
入

っ
た
瞬

（“
）

間
、
蔵
書
が
す
べ
て

「役
に
立
た
な
い
ガ
ラ
ク
タ
の
山

（ｏ
”ｕ①『”∽∽①∽と

に
す
ぎ
な
い
と
判
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
ま
た
、　
一
七

一
四

年
、
フ
レ
レ
は
、
ト
ロ
イ
ア
起
源
説
を
神
話
に
す
ぎ
ず
、
フ
ラ
ン
ク
人
を
フ
ラ
ン
ス
人
で
は
な
く
ド
イ
ツ
人
の
祖
先
で
あ
る
と
論
じ
た

（“
）

『
フ
ラ
ン
ス
人
の
真
の
起
源
に
つ
い
て
の
考
察
』
を
発
表
し
た
た
め
、
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
に
六
カ
月
間
投
獄
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
そ
の

後
、
碑
文
ア
カ
デ
ミ
ー
の
重
鎮
と
な
る
フ
レ
レ
が
歴
史
と
神
話
を
峻
別
す
る
態
度
に
い
さ
さ
か
の
揺
る
ぎ
は
な
か

っ
た
。

そ
れ
へ
の
反
動
で
あ
ろ
う
か
、　
一
八
世
紀
に
は
ほ
ぼ
無
用
の
長
物
と
化
し
、
書
棚
か
ら
取
り
出
す
の
も
煩
わ
し
い
フ
ォ
リ
オ
版
の

「
フ

ラ
ン
ス
全
史
」
は
、
図
書
館
の
奥
底
で
ほ
と
ん
ど
日
の
目
を
見
な
い
存
在
と
な

っ
た
。
ア
リ
エ
ス
は
、
か
つ
て
ド
ミ
ナ
ン
ト
な
存
在
だ

っ

た

「
フ
ラ
ン
ス
全
史
」
に
つ
い
て
、
そ
の
不
可
思
議
さ
を
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。
で
」
う
し
て
、　
王
ハ
世
紀
か
ら

一
八
三
〇
年
に
い



た
る
あ

い
だ
の
相
次
ぎ
後
続
す
る
世
代
は
、
こ
の
同

一
の
物
語
―
―
主
要
部
分
に
つ
い
て
い
え
ば
隅
々
に
い
た
る
ま
で
確
定
さ
れ
て
お

り
、
先
行
す
る
叙
述
に
つ
け
加
え
ら
れ
、
あ
と
に
続
く
編
纂
者
に
よ
り
今
度
は
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ス
タ
イ
ル
や
修
辞
、
付
け
足
し
な

ど
の
違
い
だ
け
は
伴
い
な
が
ら
、
相
変
わ
ら
ず
反
復
さ
れ
る
―
―

の
単
調
さ
の
前
で
引
き
下
が
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
三
世
紀
も
の
あ

い
だ
、
そ
れ
自
身
と
ま
る

っ
き
り
同
じ
形
に
留
ま
り
、
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
盛
ん
に
読
ま
れ
た
こ
の
フ
ラ
ン
ス
史
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
存

（５７
）

続
に
、
驚
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」
。

た
だ
、
ア
リ
エ
ス
な
ど
近
現
代
の
歴
史
研
究
者
か
ら
は
理
解
不
可
能
で
硬
直
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

「
フ
ラ
ン
ス
全
史
」
も
、
そ

の
当
時
に
お
い
て
は
、
単
な
る
フ
ラ
ン
ス
君
主
政
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
い
う
以
上
に
、
い
わ
ば
公
式
の
歴
史
書
と
し
て
の
重
い
任
務
を
担

（関
）

っ
て
い
た
。
近
世
歴
史
学
の
展
開
を
ト
ー
タ
ル
に
考
察
し
て
い
る
グ
レ
ル
は
、
こ
の

「
フ
ラ
ン
ス
全
史
」
に
、
君
主
政
の
永
続
性
、
古
い

民
族
の
起
源
、
フ
ラ
ン
ス
の
特
殊
性

（神
に
選
ば
れ
た
フ
ラ
ン
ス
）
と
い
う
三
つ
の
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
原
理
に
関
わ
る
要
素
を
析
出
し
、

「
フ
ラ
ン
ス
全
史
」
が
フ
ラ
ン
ス
の
内
外
に
向
け
て
発
信
さ
れ
た
初
期
的
な

「国
民
史
」
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
か
ざ

紙
数
の
関

係
で
本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
が
、
「
フ
ラ
ン
ス
全
史
」
は
起
源
問
題
の
あ
と
、
ピ
ピ
ン
、
ユ
ー
グ

・
カ
ペ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
六
世
な
ど
王

朝
の
交
替
の
ド
ラ
マ
に
と
く
に
敏
感
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
起
源
を
ト
ロ
イ
ア
神
話
や
フ
ア
ラ
モ
ン
伝
説
に
求
め
る
学
説
は
、　
三
ハ
世
紀
の

「考
証
研
究
」
が
明
ら
か
に
し
た
と
お

り
、
ま

っ
た
く
荒
唐
無
稽
な
も
の
だ

っ
た
。
と
は
い
え
、
国
家
や
民
族
の
起
源
を
論
じ
る
場
合
に
、
こ
う
し
た
独
善
的
で
誇
大
妄
想
的
と

も

い
え
る
現
象
が
よ
く
発
生
す
る
の
は
、
や
は
り
、
起
源
の
問
題
が
国
家

・
民
族
の
存
在
理
由
や
威
信
に
抵
触
す
る
問
題
を
内
包
し
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
起
源
は
幾
重
も
の
神
秘
の
ヴ

ェ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
も
の
で
、
実
証
的
な
研
究
で
そ
の
虚
構
性
を
暴
き
だ
す
の
は
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
も
は
や

「王
家
の
歴
史
」
で
は
な
く
て
、
「王
国
史
」
や

「国
民
史
」
と
い
う
要
望
に
応
え
よ
う
と

し
た
近
世
の
歴
史
学
は
、
そ
れ
ほ
ど
単
線
的
な
発
展
の
軌
跡
を
描
け
ず
、　
三
ハ
世
紀
の

「考
証
研
究
」
が

一
七
世
紀
の

「
フ
ラ
ン
ス
全

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述

七

四

史
」
を
準
備
す
る
後
退
的
な
局
面
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。　
一
七
世
紀
に
は
、
「国
民
史
」
の
名
の
も
と
に
、
ガ
リ
ア

も
、
ト
ロ
イ
ア
も
、
フ
ラ
ン
ク
も
、
ロ
ー
マ
も
す
べ
て
を
融
合
し
た
歴
史
叙
述
が
望
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

「
フ
ラ
ン
ス
史
＝
国
民

史
」
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
独
特
の
様
式
は
、　
一
九
世
紀
に
入

っ
て
、
ミ
シ
ュ
レ
の

『
フ
ラ
ン
ス
史
』
の
ス
タ
イ
ル
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
流

れ
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
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年
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〓
ミ
き
畿

や

Ｑ
ミヽや
ヽ
い
ぶ
ヽ

き
」ヽミ

詳

『
む
ヽ

お

お
ミ

ヤ
ミ
ｓ
さ

や

い
どヽ

，

ヽ
ミお

お
％
ヽ
」き

，

ｏ
ｏ●αくｐ
も
ま
・
フ
ラ
ン
ス
を
超
え
て
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の

西
欧
全
体
の
民
族
意
識
の
進
展
を
論
じ
た
江
川
温

「西
欧
の
民
族
史
観
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
」
谷
川
稔

（編
）
『歴
史
と

し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
』
山
川
出
版
社
、
三
〇
〇
三
年
、　
〓

一五
―

三
二
一
ペ
ー
ジ
が
参
考
に
な
る
。

（
２０

）

刀
・
甲

＞
∽
ｒ
ｑ
ｌ
忍
い
」ヽも
ヽ
ミ

い
０
き
％
き

、
も
ヽ
ミ
毬
ｓ
ヽ
い
ヽ
「
こ
ヽ
い
ヽ
・。
「
ミ

お
い
ミ
´

∽
Ｓ
ミ
ο
Ｓ
と

ヽ
お
ヽ

ヽ
ヽ

Ｕ
ヽ
ミ
」騨

ヽ
国
Ｑ
【●
げ
“
「
”

，

Ｃ
ユ
く
の
「
∽
【Ｃ

「
お
務
ヾ
ぃ
っ
っ
Ｐ

ｏ
ｒ
”
●
。　
ぃ
。

（２‐
）

」ゝ
れ
に
関
し
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
Ｒ

・
ス
ト
ロ
ン
グ

（星
和
彦
訳
）
『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
祝
祭
』
（全
二
巻
）
平
凡
社
、　
一
九
八
七

年
、
上
巻

・
第
二
部

・
第
二
章

「帝
国
の
視
覚
像
、
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
の
巡
幸
」。
藤
田

一
成

『皇
帝
カ
ル
ロ
ス
の
悲
劇
―
―

ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
帝
国
の
継
承
』
平
凡
社
、　
一
九
九
九
年
、
第

一
章

「カ
ル
ロ
ス
五
世
の
世
界
帝
国
」
。

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述

七

五

（
Ｈ

）

（
‐２

）

（
‐３

）

（
‐５

）

（
‐６

）



近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述

七

六

（２２
）

″

”

＞
∽，ｏＦ
ミ
。
いド

ｏフ

お
上
い

な
お
、
Ｆ

・
Ａ

・
イ
エ
イ
ツ

（西
沢
龍
生

ｏ
正
木
晃
訳
）
『星
の
処
女
神
と
ガ
リ
ア
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
』

東
海
大
学
出
版
会
、　
一
九
八
三
年
も
参
照
。　
王
ハ
世
紀
頃
の
ド
イ
ツ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
博
光

「出
自
神
話
で
見
る
ド
イ
ツ
史
」

『人
文
学
報
』
（京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
七

一
、　
一
九
九
二
年
が
参
考
に
な
る
。

（
２３

）
　

ｒ
。
〓

・
”
崚
”
二
゛
ヨ
ざ

」が
ヽ
い

ヽ
お
ヽ

き
ヽ

Ｑ
」や

」ヽ

濠
ヽ

「
ヽ
ヽ
」％
」ヽ
お

ヽ
９
ヽ
ヽ
』
ミ
Ｑ

Ｑ
ヽ
ミ
ミ
ο
ヽ
）
・．

、
ο
」ヽヽ
」６
´

ヽ
」ヽ
ミ
ヽ
卜

ヽ
お
ヽ

ヽ
ミ

き

ヽ
ヽ

ヽ
い
ヽ
ミ
鵬
ｓ
ヽ
い
ｏ

ｏ
ｏ許
お
Ｌ
況
ρ
多
３
・
Ｄ
”ａ

多
”甲
い

リ
ョ
ン
の

「入
市
式
」
に
つ
い
て
は
、
小
山
啓
子

『
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
王
政
と
都
市
社
会
』

九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
第
三
章

「
一
六
世
紀
リ
ヨ
ン
の
入
市
式
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

（２４
）

Ｒ

・
ス
ト
ロ
ン
グ
、
前
掲
書
、
上
巻
、
五
七
ペ
ー
ジ
。

（セ

″

”
＞
∽〓Ｆ

ミ
こ

卜
も

も

（
２６

）
　

刃
・
〓

”
協

）
″
①
ｏ
ｒ
ｑ
ｏ
ｒ
①
∽
∽
ｃ
『
】①
∽
０
”
Ｃ
ご
オ

８

∽
①
二

一ヨ
①
二

”
臓
ざ
コ
巴

①
”

「
８

５
ｏ
ｏ
”
ｃ

一
”

∽
一α
Ｏ
】ｐ

ミ

％ヽ
ο
ミ
ミ

。
Ｌ
い
も
ヽ
ο
ミ
ゃ

ヽ
い
０
い
」は
ヽヽ

一
つ
つ
ｐ

ｏ
・
【
い
い

（２７
）

「
〓
。
里
ＮＷ
①
８
”
＜
ミ
∽∽肇
ｐ
ミ
ム
Ｆ

Ｔ
“
・

（２８
）

本
稿
で
は
、
パ
キ
エ
の

『
フ
ラ
ン
ス
の
探
究
』
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、　
三
全
壬

一年
版
を
用
い
た
。
”

「
”∽ｆ
可
゛
ャ
％
、
い、ヽ
お

Ｒヽ

詳

ざ

「
ゞ
ヽ
お
い
ヽ
。
「
”
■
∽
。　
一
い
い
０

・
●
。
い
∞
・

（
２９

）
　

の
。
く
τ
”
コ
Ｆ．
ｒ
①
∽
『ｏ
ｏ

，
０
８

，
①
∽
Ｏ
①
「
『”
●
Ｏ
ｏ
Ｑ
．口
”お
コ
コ
①
「
”
∽
ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｆ

一．〓
く
①
二
ざ
コ
Ｑ
①
∽
０
”
二
９
ｒ

ａ
”
コ
∽
フ

Ｚ
ｏ
『
”

（Ｑ
，

γ

ｏ
や

い
ヽ
ヽ
甲

い
。
Ｆ

（３０
）

く
。
「
の
ご
『ｏＦ
ミ
ム
ド

甲
願
９

（３‐
）

本
稿
で
は
、
オ
ト
マ
ン
の

『
フ
ラ
ン
コ
＝
ガ
リ
ア
』
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
「
ミ

いヽ配
ミ
ざ
ど

ヽ
工
οミ
ミ
。
ｏ
”ヨ
σ
『一β
①
⊂
コ】く①『∽こ

「
『①μ

【つ
「
い
Ｌタ
ニ
用
い̈
■
た。　
いヽ
」ヽ
こ　
●
一
。
【い一
―
一い０
・
一
●
・
ド〇
↓―
ド
一
【・

（３２
）

゛
ミ
。
３
３
。
ハ

（３３
）

゛
」ト

フ
ピ
メ

（３４
）

本
稿
で
は
、
ボ
ダ
ン
の

『歴
史
方
法
論
』
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
０
ミヽ
てヽ
』
ヽ
き
％電
ゃ
」ヽ
ミａ
お

お
ミ

”
Ｒ
ド

ヽ
湯

ミヽ
茎
・
ミヽ
き

マヽ
ヽ
ミ
い
ミ

ヽ
ミ

コ
ヽヽ
ミ
ミ

』ヽミ
ミ
。
ヽ
ヽ
諄
Ｌ
コ
一
の
ラ
テ
ン
語
＝
フ
ラ
ン
ス
語
の
対
訳
版
を
用
い
た
。
０
こヽ
ミ
ら
ヽ
き
巡
〓
」ミ
３

豪
」卜

甲
念
）

（３５
）

゛
ミ
）
。Ｔ
ヽ
い
い‐
ヽ
い
い

（３６
）

゛
」卜

・
・
ヽ
いい

（３７
）

”
・
０
席
Ｒ
ｐ
戯
■
ｏＦ
・
フ
も
や



（
３８

）

（
４２

）

（
４３

）

（
４４

）

（
４５

）

（
４６

）

（
４７

）

（
４８

）

（
４９

）

（
５０

）

（
５２

）

（
５３

）

（
Ｍ

）

（
５５

）

（
５６

）

（
５７

）
41 40 39

本
稿
で
は
、
デ
ュ
・
テ
イ
エ
の
『
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
集
成
』
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は

一

ヽ
ｏ
）
』

ヽ
ヽ

」「
ヽ
い
ヽ
い
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ミ
ゝ
％

い
０
ミ
ヽ
６
お
ヽ
も

ヽ
ヽ
ヽ
さ
ヽ
」
』
０
ヽ
ヽ

「
２
■
∽
ν

【
Ｑ
Ｏ
哺

）
「
。

【
・

ヽ
い
」
ヽ

こ
　
り
。
【
〇

・

ヽ
い
」
ヽ

こ
　
ｏ
・
【
ド

・

Ｆ

”
●
ｏ
ｏ
】
〇
”
　
Ｑ
“
　
く

〇
【
∽
い
●
　
Ｏ
①
　
ｒ

”

「
ｏ
ｏ
①
〓
い
ぃ
０
「
①
・　
卜
『
」∽
ヽ
ο
」
ヽ
ヽ
　
ヽ
ヽ
』

辞
」』
ヽ
ο
」
ヽ
ヽ
も
ヽ

「
２
■
∽

）

い
つ
∞
∞

・　
●
・

＜

”
て
∽
∽
〕
α
『
①
ν
ｏ
ヽ
。
い
き

こ
　
Ｕ
Ｏ
・
っ
ヽ
―
つ
０
・

六
〇
七
年
版
を
用
い
た
。
｝
２

弓
】Ｆ
一・そ
いミミ

お
』

い
〇
綽

ヾ

Ｕ
。　
い
い
呵

・

●
●
。　
い
い
い
―
い
い
「

一
　
】

・　
７
ハ

。　
”

い
Ｎ
】
α
【
ｏ

ｏ
一

「
。

０
。
工
“
ｕ
ｏ
①
二
。
い
、」ヽ
は
、
ヽ
ヽ
■
ド
ン
さ
」ミ

ヽ
Ｓ
ヽ
”」ヽ
ｏ

「
臼
ォ

ｖ
い
つ
い
Ｐ

ｕ
甲

∞
哺
―
∞
ｐ

Ｏ
。
∽
ｏ
『
２

）
卜
ヽ
く
ヽ
ミ
」％
ら
ヽ
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
％
ミ
ヽ
一
ぎ
お
さ
」ミ

ヽ
ヽ
ざ

ミ
ぎ
ヽ
ヽ
ミ
辞
導
ゝ
Ｓ
ヽ
「
ο
」』
０

「
戯
ォ

。
【
い
Ｏ
Ｐ

ｕ
・
剌
Ｗ

゛

ミ

ヽ
甲

ｒ

本

稿

で

は

、

デ

ュ
プ

レ

ク

ス

の

『
フ

ラ

ン

ス

全

史

』

の

テ

ク

ス

ト

に

つ

い

て

は

、
　

三

全

二
四

年

版

を

利

用

し

た

。

，

∪
ξ

ご

ざ

聾

』
ミ

ミ

ヽ

‐

ヽ
は
ヽ
ミ
ヽ
ヽ
い
「
ゝ
い
ヽ
い
ヽ
ヽ
く
ヽ
い
、
ヽ
い
Ｓ
ｐ
き
ヽ
Ｆ
゛

」ヽし
ヽ
ヽ
ヽ
卜
ヽ
ヽ
ヾ
還
ヽ
一ミ
ヽ
い
く
ｏ
】。
「
Ｒ
』
Ｐ

〓
い
い
ヽ

。
＞
“
刃
〇
て
。

」
）
汁
沖

　ヽ
＞ヽ
”Ｃ

刃

ｏ
て
，

】
）
汁
沖

　ヽ
り
ｏ
・
い
つ
―
い
〇

・

】
）
」ヽ

ｃ
　
り
。
い

。

〇
・
＞
・
刀
”
●
Ｅ
日

，
０
や

６
ド
ヽ
「

い
ｏ
９

（５‐
）

本
稿
で
は
、
メ
ズ
レ
ー
の
『
フ
ー
フ
モ
ン
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
』
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、　
三
ハ
八
五
年
版
を
用
い
た
。
「
８
〓
争

Ｎ
①
轟

ド

ミ

辞

さ

」
、

ぉ

「

ミ

ヽ
い
ヽ

ヽ
ミ

ミ
ン

ヽ
ぬ
ミ

ミ

も
ヽ
ヽ

ヽ
ミ
』
ｓ
、

ヽ
ミ

、

い
ヽ
ヽ

お

貯

這

お

お

き

』
ヽ

「
鵬

】
Ｐ

い
い
∞
Ｐ

ｕ
や

、
―
い

ヽ
い
汁
卜

　ヽ
Ｕ
・
ヽ

。

こ
く

。
〒
Ｆ

〕四
く
”
●
∽

。
い

、お
」％
ヽ
も
ヽ
」
ヽ
お

い
ヽ
ヽ
村
ヽ
ヽ
ヽ
）

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

い
も
お
い
い
「
、
」
ο
、

ヽ
ヽ

一
、お
」％

οヽ
」
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

」「
ヽ
い
ヽ
い
ヽ

Ｓ
ミ

ヽ
ヽ
ヽ

』
」
ヽ
い
ヽ
ヽ
ヽ

「
２
■
∽
９　
い
つ
い
〇

。
「
も
・
∞
い
―
∞
ヽ

・

ヽ
い
お
沖

ヽ

「
も
・　
い
つ
ぃ
―

ぃ
っ
ぃ

・

（〕
・
∩
可
①
〓

。
い

、卜
ご
％
ヽ
ο
」
ヽ
ヽ

ヽ
お
ヽ
ヽ
ヽ

は
ヽ
ミ
ヽ
」
ミ
ο
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
お
ミ
ο
％
ｏ
ヽ
お
」
も
ヽ

「
”
■
∽
ヽ

い
つ
つ
い

。
「
・

【
つ
つ

。

］”
・
用
Ｗ
Ｅ
Ｈ
〇
一
‐
】
ｒ
■
①
”
ｏ
Ｆ

踊
密
』
ヽ
ο
」
ヽ
ヽ

Ｓ

『
、ヽ

い
ヽ

い
ヽヽ

』
％
」
ｏ
ミ
も
ヽ

「
２
■
∽
。　
い
つ
∞
∞

）
●
・

【
∞
い

。

Ｐ

ｏ
ア
リ
エ
ス

（杉
山
光
信
訳
）
『歴
史
の
時
間
』
み
す
ず
書
房
、　
一
九
九
三
年
、
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
。

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述

七

七



近
世
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述

七
八

（５８
×
５９
）

０

０
『①Ｆ
い
。お
」』ヽ
ｏ
」ミ

ヽヽ

ミヽ

ミヽ
ヽ
」ヽ
一ο
ヽ
ミ
ヽ
お
」ヽ
亀
ミ
ざ
ヽ

ミ
。
いド

０
甲

いｏｏ
１
０２
一
〓
じ
職
」％さ
」ミ

き
ミ
」ヽ
いヽ
ミ
ざヽ
ヽ
６ミ
ヽヽ
ミミ
やヽ
や

ざ

「
ゞ
ヽ
ヽ
い
ヽ

ヽ
ミ

（哺
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

∽
ヽ
ヽ
い
」
ヽ
い　
ヽ
い
●
ヘ
ー

ヽ
Ｎ
ヽ
Ｌ

ヽ

「
２
■
∽

，
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

）
ｏ
「
。　
】
っ
ぃ
―

一
っ
∞

・

【追
記
】

本
稿
は
、
平
成
九
―

一
一
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た

「
フ
ラ
ン
ス
国
民
＝
ト
ロ
イ
ア
起
源
神
話
の
展
開
―
―
近
世

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
記
述
の
ひ
と
こ
ま
」
に
大
幅
な
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。




